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１．基本計画策定の趣旨及び背景について 

少子高齢社会の進行に伴い、子どもたちが健やかに育ち、高齢者が健康で生きがいをもって生活で

きる社会への期待が高まってきています。市民要望で上位にあがっている「健康で安心して暮らせる

まち」を実現するため、健康づくりの支援と市民の生涯にわたる学習ニーズに応える学習環境づくり

が求められています。 

また、ＪＲ安城駅を中心とする中心市街地は、大規模商業施設の郊外立地、人口の減少、高齢化の

進行、商店街の衰退、更生病院の郊外移転等により、まちのにぎわい、活気が失われてきました。 

このような社会情勢の変化を考慮し、また市民代表等で構成された中心市街地拠点整備構想策定懇

話会からの提言の趣旨を尊重し、中心市街地活性化用地（更生病院跡地）に、コンセプトを「地域力

を育む健康と学びの拠点」とした拠点施設を整備する『中心市街地拠点整備基本構想（以下、「基本

構想」という。）』を平成19年度に策定しました。 

平成 20 年度には、上記の基本構想に基づき、まちのにぎわいを創出し、中心市街地の活性化を図

るために拠点施設に必要な導入機能、施設計画、事業手法等を検討し、『中心市街地拠点整備基本計

画（素案）（以下、「基本計画素案」という。）』を策定しました。 

平成 21 年度は、前年度に策定した基本計画素案について、各方面の意見聴取を行い、いただいた

意見を基に『中心市街地拠点整備基本計画（案）（以下、「基本計画案」という。）』を策定後、パブリ

ックコメントを実施し、『中心市街地拠点整備基本計画（以下、「基本計画」という。）』を決定しまし

た。 

また、拠点施設での公共施設として整備する図書館機能については『安城市新図書館基本計画（以

下、「新図書館計画」という。）』を策定し、本基本計画と合わせ、2 つの計画を基に、中心市街地の

活性化を図る拠点施設として位置づけます。 
 

 
 

図１ 中心市街地拠点施設に関連する計画策定の関係 
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２．拠点施設の整備計画地について  

（１）位置図 
拠点施設の整備計画地（中心市街地活性化用地）は、ＪＲ安城駅から南西へ約300ｍの距離にあり、

駅と市役所のほぼ中間に位置しています。 
計画地北側の一部で都市計画道路安城幸田線に面しており、広域からもアクセスしやすい立地とな

っていますが、大部分は南側に広がる不整形な敷地となっています。ただし、計画地は、安城南明治

第二土地区画整理事業（約3.3ｈａ）を施行している区域内に位置することから、区画整理事業によ

って区画形状を整える必要があります。 
なお、計画地は平成 16 年から中心市街地交流広場として開放されており、安城七夕まつりなどの

イベント広場として活用されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 拠点施設の整備計画地 
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（２）安城南明治第二土地区画整理事業  

安城南明治第二土地区画整理事業は、約 3.3ha の区域で事業が進められ、全域が商業地域（建ぺい

率 80％、容積率 400～500％）となっています。また、この事業により最終的な拠点施設の計画地の

区画形状が定められます。 
今後は、計画地を中心とした拠点整備を進めると共に、商業地としてふさわしい土地利用を図って

いきます。 
 

表１ 施行前後の土地利用 

施行前 施行後 
項目 

面積（㎡） 割合（％） 面積（㎡） 割合（％）

公共用地 10,271.94 31.32 15,463.57 47.15 

宅地 21,961.80 66.96 17,335.26 52.85 

測量増 565.09 1.72 - - 

合計 32,798.83 100.00 32,798.83 100.00 

 

 

図３ 設計図 

 

（表１ 及び 図３ については、安城南明治第二土地区画整理事業計画の概要より抜粋） 
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３．本計画の経緯について  

（１）中心市街地拠点整備構想策定懇話会の提言  

平成 19 年中に市民代表等 10 名で構成された中心市街地拠点整備構想策定懇話会が組織され、拠

点施設の整備に関する基本となる考え方や方向性、配慮すべき事柄がまとめられ、「中心市街地拠点

整備構想に関する提言書（平成 19 年 10 月 29 日）」として下記の内容が安城市長に提示されました。 
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（２）中心市街地拠点整備基本構想  

前項で示された中心市街地拠点整備基本構想策定懇話会からの提言を踏まえ、中心市街地の活性化

と本市の目指す像「市民とともに育む環境首都・安城」を実現するため、中心市街地拠点整備基本構

想を平成 20 年 3 月に策定しました。 
その主な内容は以下のとおりです。 
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【参考 ： 提言書と基本構想で検討された導入機能の関係】 
導入機能の基本的な考え方の参考として、提言書(※1)と基本構想で検討された導入機能の関係に

ついて、以下に示します。 

表２ 提言書と基本構想で検討された導入機能の関係 

中心市街地拠点整備構想に関する提言書 中心市街地拠点整備基本構想 

機能 内 容 
関係 

内 容 機能 
施
設 

保
健
サ
ー
ビ
ス
提

供
機
能 

 市民が生涯にわたって健康でいき
いき生活できるためには、病気に
なる前の予防的な取り組みや、赤
ちゃんからお年寄りまでライフステ
ージに応じた保健サービスを提供
できる場が必要です。 

 相談できる機会の充実と健康に関
する知識を情報発信する拠点として
健康づくりを推進します。 

 健康づくりボランティアを育成すると
ともに、活動を通じて人や情報が交
流する場とし、協働で健康づくりを展
開します。 

保
健
サ
ー
ビ
ス 

提
供
機
能 

健
康
づ
く
り
支
援
機
能 

 健康に対する市民の関心・意識が
高くなっています。保健サービス提
供機能と合わせて運動不足やスト
レスを解消できる場、地元農産物
など安全安心な食の提供など、気
軽に健康づくりができる場として、
保健センターと連携した取り組み
を検討してください。 

 

 市民の健康維持及び増進の実践が
図れるよう、健診結果に基づいた指
導と改善を通じて健康づくりを支援
します。 

健
康
増
進
機
能 

健
康 

医
療
サ
ー
ビ
ス

提
供
機
能 

 市民が健康を維持していくための
医療面での指導、ケアやリハビリ、
または、ちょっとした病気やけがを
した際に、気軽にかかることのでき
る診療所の設置を検討してくださ
い。 

 

 子育て支援に関する総合窓口とし
て、情報の集約と NPO・ボランティ
ア、関係行政機関との連携により子
育てを総合的に支援します。また、
子どもの心身の発達を促す一貫し
た支援を行います。 

子
育
て
総
合 

支
援
機
能 

健
康
づ
く
り
支
援
施
設 

 図書資料、視聴覚資料等を充実し、
貸出・返却など窓口事務の迅速化を
図ります。また、レファレンスの対応
を向上させます。 

資
料
提
供 

サ
ー
ビ
ス 生

涯
学
習
機
能 

 高齢者や団塊の世代など学習意
欲の高い市民が増えています。市
民の学習意欲に応え、支援するた
めに図書館等と連携した生涯学習
施設の設置が必要です。運営にあ
たっては、他の生涯学習施設と十
分に連携することが効果的です。 

 ビジネス、資格取得、能力開発等の
自己啓発に取り組む市民やグルー
プが学習・交流する場を充実させま
す。また、インターネットや電子資料
の利用を支援します。 

自
己
啓
発
支
援 

サ
ー
ビ
ス 

 高齢者、ハンディキャップを持つ市
民、在住外国人等の利便性を向上
させます。 

あ
ら
ゆ
る

人
の
読
書
を

支
援 

市
民
交
流
機
能 

 若者からお年寄りまで世代を超え
た交流、市民の多様で自由な活
動・発表・交流の場が必要です。こ
うした交流が市民の力を引き出し、
地域力を育んでいくと考えます。 

 読み聞かせグループ、図書館友の
会などボランティアの活動・育成を
支援し、市民主体で読書に親しむ機
会をつくります。 

N
P
O

・ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用 

図
書
館 

 スポーツクラブ、メディカルフィットネ
ス、自然食レストラン など 

健
康
サ

ー
ビ
ス 

施
設 

 クリニック（診療所）など 
医
療

サ
ー

ビ
ス

施
設 

交
流 

暮
ら
し
の
便
利
機
能 

 施設を利用する方が「ついでに」寄
って用を済ませることができれば、
施設の使いやすさが向上し多くの
人が訪れるようになります。市民
の生活に必要な機能、例えばＡＴ
Ｍの装置やちょっとした買い物や
食事を済ませることができれば便
利であると考えます。 

 
 

 食料品・日用雑貨等小売店や飲食
店 など 生

活
サ
ー

ビ
ス

施
設 

民
間 

     ：提言書と基本構想の関係（提言内容が基本構想で反映されている部分）。 
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（３）市民ニーズ  

拠点施設の整備計画地は、安城南明治第二土地区画整理事業区域内に位置することから、本事業の

推進によって、家屋の移転など生活上大きな影響をうける周辺住民の方々などがいらっしゃいます。 
また、中心市街地の活性化に資する拠点施設とするため、地元自営業者や団体だけでなく多くの市

民から非常に高い関心が寄せられています。 
このことから、本事業の実施にあたっては、それら多くの関係者の協力・理解を得ながら、事業の

実現を確実に図ることが必要であるため、市民をはじめとした関係者に広く意見を求めました。 
以下に、意見聴取等を行った主な団体を示します。 
 

表３ 意見聴取等を行った主な団体 

 団体名及び意見聴取日 

１ 
安城市議会まちづくり推進特別委員会からの意見書 

（平成 21 年 2 月 10 日） 

２ 
町内会（御幸町内会、本町町内会）説明会における意見 

(平成 21 年 5 月 9 日) 

３ 
「中心市街地拠点施設（更生病院跡地）を考えるフォーラム」でのアンケート 

（平成 21 年 6 月 25 日）  ≪資料編：43 頁以降≫ 

４ 
まちづくり Anjo からの要望書 

(平成 21 年 7 月 28 日) 

 
特に、平成 21 年 6 月 25 日に開催したフォーラムでは、基本計画素案の説明や中心市街地拠点整

備の方向性をテーマに、有識者による基調講演、パネルディスカッションを行い、多数の来場者（パ

ネリスト・事務局を除き 181 名）を迎えるとともに、実施したアンケートでは来場者の約 6 割の方

から意見の提出があるなど、本事業に対して非常に高い関心が寄せられています。 
寄せられた意見の大半は、本事業に対する期待や応援、あるいは拠点施設をより市民（利用者）の

利便性を向上させるための前向きな意見でありましたが、本事業内容に対して市民の理解が不十分で

あることを指摘する意見や、今後も継続的に説明会の開催を望むなどの積極的な情報提供を求める意

見もありました。 
 
①市民ニーズへの対応 

フォーラムのアンケート等、いただいた意見の計画への反映方針を以下に示します。 

表４ 市民ニーズの計画反映方針 

意見・要望内容 計画反映方針 

図書館に関するも

の 
サービス内容に対する意見・要望については、新図書館基本計画策定委員

会にて協議・検討により反映させる。 
公共

施設

に関

する

もの 

図書館以外の 
公共施設に関する

もの 

庁内における中心市街地拠点整備検討委員会にて協議・検討を行い、対応

方針・対応策を決定し、基本計画に反映させる。 

民間施設に関するもの 基本的には民間事業者の判断となる。 
なお、いただいた意見は、今後予定している市場調査（民間事業者に対す

るヒアリング）において、その導入可能性について確認し、どのように誘

導していくかの判断材料とする。 
広場機能に関するもの いただいた意見を参考に、広場機能の方針を固め、基本計画に反映させる。

なお、詳細な内容については、来年度以降の広場機能を考えるための市民

ワークショップ等にて協議・検討を行う予定とする。 
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②図書館以外の公共施設に対する市民ニーズ 

フォーラムのアンケート及びそれ以外の市民意見において、図書館以外の公共施設に関して

いただいた意見（導入希望施設）とその反映方針を以下に示します。 
 

表５ 図書館以外の「公共施設」に関するもの  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館以外の公共施設に関して 

いただいた意見内容（導入機能施設）
計画反映方針 

子育て関連 保育・託児施設 

◆ 図書館での講座開催中の託児サービス実施など、図書館

サービスの枠組みの中で対応する。 

※「新図書館基本計画における乳幼児・児童利用支援機能」に

反映させる。 

介護施設 

診療・医療施設 
健康・福祉 

関連 

スポーツ施設 

◆ 民間事業者の判断とする。（今後予定している市場調査（民

間事業者に対するヒアリング）において、その導入可能性に

ついて確認。） 

※民間施設として積極誘導用途とする。 

◆ 保健センターは移転しないこととする。 

ホール(大･小) 
その他生涯 

学習関連 
カルチャーセンター 

◆ ホールの設置については、近隣の公共施設との役割分担

を考慮し、図書館における「多目的スペース」の設置で対応

する。 

★詳細については P16 参照。 

地下・平面駐車場 

あんくるバス拡充 
駐車場・ 

交通関連 

自転車利用促進 

◆ 駐車場については、民間施設の駐車場も含め、一定程度

の規模が必要となる。 

◆ 拠点施設へのあんくるバスの運行ルート変更や便数・運行

時間などの拡充についても必要となる。 

★詳細については P26 参照。 

広場 産直市場 

◆ 広場機能としての産直市場の開催については、民間提案

に期待するところであるが、公園も含めた内容については、

今後予定している広場機能を考えるための市民ワークショッ

プ（地元市民等）によって協議・検討を行う。 

カフェ 

飲食関連 

レストラン 

◆ カフェ等を含めた飲食関連施設については、民間事業者

の判断とする。（今後予定している市場調査（民間事業者に

対するヒアリング）において、その導入可能性について確

認。） 

※民間施設として積極誘導用途とする。 

住宅 

その他 

市の出張窓口 

◆ 拠点施設への住宅導入は今のところ考えていないが、導入

の可能性については引続き検討を行う。 

◆ 市の出張窓口は、直近に市役所があるため、今のところ拠

点施設への導入は考えていない。 
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（４）中央図書館機能の移転  

現在の中央図書館は、昭和 60 年の開館後約四半世紀が経過し、下記のような多くの課題を

抱えています。 
 

①現在の中央図書館が抱える課題 

 市民ニーズに対応した新たなサービスの展開が必要 

少子高齢社会の進行、ライフスタイルの多様化などにより、市民の図書館に対する

ニーズも多様化しています。そこで、「シニア向け支援」「ビジネス支援」「ヤングア

ダルト（中高生向け）支援」など、新たなサービスの展開が必要となっています。 

 蔵書収容能力の限界 

現図書館の蔵書収容能力は 35 万冊ですが、現在の蔵書数は 38 万冊を越えておリ、

収容能力を大きく上回っています。このため、本来であれば、保存すべき資料の一部

も収蔵スペースが不足しているために除籍しています。 

 閲覧席や書架の不足 

貸出・返却を中心とする施設であるため、１階の一般開架閲覧室に机のある席が少

ないといった問題があります。また、施設面積の都合上、閲覧席や雑誌・ＡＶ資料（Ｃ

Ｄ・ＤＶＤ）用書架を増設したり、「館内視聴スペース」、「グループ席」「個人席」な

どを整備したりすることができません。乳幼児を持つ利用者からの要望が強い「託児

室」「授乳室」などの設置も困難です。 

 1 階の受付カウンターの慢性的な混雑 

受付カウンターが一般・児童の共用１か所のみであるため、平成 20 年 1 月に処理端

末を 5 台から 6 台に増設し、自動貸出機を 2 台導入したものの、年々増加する利用者

に十分な対応ができず、また、本来業務であるレファレンス（資料相談）への十分な

対応も困難となっています。 

 
また、本市における図書館サービスに対しては、新しい時代にふさわしい機能の追加など、

市民の生涯にわたる学習ニーズに応える学習環境づくりが求められています。 
しかし、現在の中央図書館では、上記の課題のとおり、それらのニーズに応えるスペースの

余裕がありません。 
また、現位置の中央図書館での増築についても、以下の課題があります。 
 

 施設の高層化が不可能 

現施設の構造では上層への増築は不可能です。 
 増築も 1 方向のみ可能であるが、利用方法を考慮すると不適当 

施設の拡幅は西・南・北の 3 方を道路に囲まれており、増築ができない状況や、

現在駐車場として利用している東側への増築を行った場合は、施設全体のサービ

ス機能の連携や利用者動線の確保が難しくなるといった状況が想定され、市民ニ

ーズに応えたサービス提供を行う施設としては適当でないと考えます。 
 

②新中央図書館の整備 

拠点施設に新中央図書館を整備することによって、現中央図書館が抱えている課題の解決

が図れるとともに、市民の生涯にわたる学習ニーズに応え、より豊かな地域社会の実現も図

れます。また、集客効果の高い図書館が中心市街地に立地することにより、中心市街地の活

性化やにぎわいの創出につながる環境を整えます。 
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４．導入機能について 

（１）拠点施設のコンセプト及び基本的考え方  

平成 19 年度策定の基本構想によって示された「拠点施設のコンセプト」「整備方針」「整備

する施設」を基に、平成 20・21 年度において市民ニーズ等の把握に努め、基本的な考え方を

定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 拠点施設のコンセプト及び基本的考え方 

 

拠点施設に対する導入機能の基本的考え方 

● 学び （資料・情報提供機能、資料・情報活用支援機能、自己啓発機能、交流促進機能） 

暮らし、ビジネス、健康、まちの魅力などの情報があふれ、その情報を通じて幅広い世代の

市民が学び、心の豊かさを育む。 

● 健やか （健康増進機能、医療サービス機能、交流促進機能） 

市民のライフステージに応じた心身の健康づくりについて、様々な主体が連携及び支援し、

市民の健康に寄与する。 

● 交わり （広場機能、交流促進機能） 

子どもから高齢者までの多世代に渡る市民、観光客、自営業者、会社で働く人などの様々な

人々が集いにぎわう。 

■上位計画：中心市街地拠点整備基本構想（H20.3）より 

 

 

 

 

 

 

 

整備する施設 

拠点施設のコンセプト 

● 地域力を育む健康と学びの拠点 

地域力…市民が「地域の課題」に自ら取り組む力 

整備方針 

● 市民一人ひとりの生涯にわたる健康づくりを支援するための拠点 

● 学びたい人に情報を提供し、その成果が発揮でき、市民の多様な交流が生まれる拠点

★ 健康づくり支援施設 

 保健サービス提供機能 
 健康増進機能 
 子育て総合支援機能 

★ 図書館 

 資料提供サービス 
 自己啓発支援サービス 
 あらゆる人の読書を支援 
 ＮＰＯ・ボランティアの活用

★ 民間 

 健康サービス 
 医療サービス 
 生活サービス 

 
★ 広場 

庁内関係各課の意向(平成 20 年度) 

中央図書館利用者アンケート 

(平成 20 年度) 

各方面からの意見聴取等（平成 21 年度） 

・市議会、地元町内会ほか 

・市民、中央図書館利用者アンケート 

・中心市街地拠点施設を考えるフォーラム

  開催及びアンケート 

・まちづくり Anjo  など 
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（２）導入機能の概念図 

拠点施設の基本的な考え方及び各方面からの意見に基づき、拠点施設における導入機能を検討

しました。その導入機能としての概念図は図5のとおりであり、この図における各機能の内容は、

主要なものだけを整理・表示しています。 
なお、「学び」の各機能の詳細な内容については、15 頁からの「（５）拠点施設における“学び”

機能」で示します。「交わり」「健やか」の詳細な内容については、17 頁の「（６）拠点施設にお

ける広場機能」及び 18頁の「（７）拠点施設における民間施設」で示します。 
 

  

  

  

 
図５ 導入機能の概念図 
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（３）拠点施設における各機能と諸室の概要 

拠点施設の基本的な考え方及び各方面からの意見に基づき、拠点施設に導入する各機能と諸

室の概要を取りまとめました。その内容を以下に示します。 
 

表６ 拠点施設の各機能と諸室の概要 
基
本
的
考
え
方(

機
能)

 

機能（中項目） 機能・諸室概要 

学
び
・
健
や
か
・ 

交
わ
り 

交流促進 

交流スペース 

多目的スペース、会議室 

交流スペース（飲食可） 

貸出・返却 

資料・調べもの相談 

予約・リクエスト 

一般受付カウンター 
資料・調べもの相談カウンター 
予約・リクエスト受付 

閲覧 

一般開架・準開架 
閲覧スペース、ブラウジングコーナー 
ＡＶコーナー、パソコンスペース 
個人利用ブース、グループ室 

学
び
（
資
料
・
情
報
提
供
） 講座・集会・展示・実習 

講座・実習等 
多目的スペース、会議室、展示コーナー等 

乳幼児・児童利用支援 

児童受付・相談カウンター 
児童開架 
閲覧スペース 
おはなしコーナー 
一時預かりスペース（託児スペース） 

ヤングアダルト（中高生向け）利用支援 
資料提供 
交流会（多目的スペース、会議室、等） 
相談カウンター 

シニア利用支援 資料提供 

障害者利用支援 
資料提供 
相談カウンター 

学
び(
資
料
・
情
報
活
用
支
援)

 

多文化・多言語利用支援 資料提供 

ビジネス利用支援 

相談カウンター 
支援講座・相談会 
（多目的スペース、会議室等） 
資料提供 

環境学習支援 
資料提供 
公開講座（多目的スペース、会議室等） 

健康支援 
資料提供 
公開講座（多目的スペース、会議室等） 

まちの魅力発見支援 地域資料スペース、展示コーナー等 

学
び(

自
己
啓
発)

 

ボランティア（サポーター）活動支援 
ボランティア室 
活動支援（多目的スペース、会議室等） 
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基
本
的
考
え
方(

機
能)

 

機能（中項目） 機能・諸室概要 

事務関係 
事務室（更衣室、休憩室、打合せ室等） 
ＰＣ室，倉庫 など 

収集・保存 
閉架書庫，受入整理室 
公民館配本仕分け室 

学
び(

事
務
関
係
・
共
用
部
分)

 

共用部分 
ロビー,通路,廊下,階段,便所,授乳室,エレベーター,
エスカレーター，機械室  など 

 概略施設規模（㎡）合計 8,100 ㎡

一時避難場所 

イベントスペース 

備蓄倉庫，帰宅困難者支援の場、 
屋外閲覧スペース・図書館関連イベント 
七夕まつりなどの活動の場 

交
わ
り(

広
場)

 

（各方面からいただいた機能(意見)） 
自然、イベント、交流・にぎわい促進の各機能など 

→詳細な内容については、広場機能を考えるワークショップにて協議・検討を行う予定とします。 

 広場・公園面積（㎡） 3,900 ㎡

健
や
か 

（各方面からいただいた機能(意見)） 
医療サービス、健康増進機能など 

→民間施設としての誘導を図る。よって、導入については、民間事業者の判断になります。 
→ただし、積極的誘導を図るよう、今後行う市場調査において、その導入可能性について確認していきま

す。 

 

健やかを含めた民間施設想定規模（㎡） 3,000 ㎡～8,000 ㎡
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（４）拠点施設における公共施設部分の機能相関図 

機能相関図は、拠点施設の公共施設における機能・諸室の互いの関係を表すための図で、運

営上どの諸室同士が隣接していることが重要なのか、利用者・搬入・職員の動線をどのように

留意すればよいかなどを示し、施設計画案を具体化（計画図作成）するための参考図となりま

す。 
なお、機能相関図には階層の概念がなく、施設計画時に互いの関係の重要度に応じて、配置

計画を検討します。 
 

児童開架・
閲覧スペース

ロビー

一般受付カウンター

会議室

一般開架・閲覧スペース
　　　（一般・専門・参考図書）

ヤングア
ダルト利
用支援
資料

展示
コーナー

倉庫

おはなし
コーナー

シニア
利用支
援資料

障害者
利用支
援資料

多文化
多言語
利用支
援資料

ビジネス
利用支
援資料

健康
支援資

料

ブラウジング
コーナー

AV
コーナー

パソコン
スペース

整理スペース

閉架書庫

地域資料
スペース

（準開架書架
スペース）

情報提供
スペース

ボランテ
ィア室

個人利用
ブース

交流スペース

多目的
スペース

グ
ル
ー
プ
室

事務室・PC室等

接する諸室

凡 例

関係の強い
諸室・機能

分割利用
する諸室

その諸室で
提供する機能

資料
・情報提供

資料
・情報活用

自己啓発 その他

運営面での
連携が必要な
諸室・機能

連携した利用を
行う諸室・機能
グループ

整理
スペース

環境学
習支援
資料

まちの魅力
発見支援資料

資
料
・
調
べ
も
の
相
談

カ
ウ
ン
タ
ー

広 場

広場

－交わり－ －学び－

 
図６ 公共施設部分の機能相関図 
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（５）拠点施設における“学び”機能 

①新図書館の基本コンセプトと新図書館整備の基本方針 

“学び”の主な機能は新図書館に求められる機能です（「４.(３)拠点施設における各機能と

諸室の概要」参照）。現在の中央図書館が抱えている課題の解決を図るとともに、市民の生涯

にわたる学習ニーズに応え、より豊かな地域社会の実現を図るために拠点施設に整備する新図

書館の基本コンセプト及び基本方針を以下に示します。 
 

基本コンセプト：ひと、まち、みどりを育む 学びと情報のひろば 

～基本コンセプトの意味～ 

ひ と：希望を持ち、互いに助け合い、仲良くふれ合う人々 

ま ち：日々の生活を楽しみ、安心して行き交う、うるおいと活力に満ちたまち 

みどり：生き物を大切にし、豊かな自然を保ち、環境を大切にした市民活動 

育 む：豊かな心と健やかな体の育成による人間力の醸成 

学 び：すべての市民における生涯学習の推進 

情 報：市内外に向けた情報発信、幅広い情報の交換 

ひろば：「安城市民の良識・やさしさ」が集まり、交流し、助け合いながら大きく 

発展する場 

※ 「安城市新図書館基本計画」39・40 頁より 

 

新図書館整備の基本方針 考え方 

①すべての市民の生涯学習における 

重要拠点としての機能の充実 

新図書館をすべての市民の生涯学習における重要な拠点

として、資料や情報、学習の場を提供する。 

また、資料や情報を提供するだけではなく、それらの利用

を支援・促進するサービスの提供を図る。 

②市民自身や地域の課題の発見・解決

に資する場としての機能の充実 

新図書館の資料や情報を活用した学習を通じて、市民が自

らの課題や地域の課題に気づき、その解決に取り組むこと

のできるようなサービスの提供を図る。 

③市民の自主的な活動の支援及び 

活動基盤としての機能の充実 

中心市街地に立地する公民複合施設という特徴を活かし、

各種講座の充実や自主的なグループ活動を促進するよう

なサービスの提供を通じて、地域コミュニティや地域文化

の醸成に資する市民の交流の場や機会づくりを図る。 

④図書館サービスの中枢としての 

機能の充実 

本市の図書館サービス網の中枢として、公民館図書室や学

校図書館を支援するとともに、関連機関、市外図書館等と

連携・協力・調整することでサービスの充実を図る。 

※ 「安城市新図書館基本計画」41・42 頁より 

 

②新図書館と公民館図書室との機能分担 

新図書館の整備後には、新図書館と公民館図書室とで機能を分担し、それぞれ特色のあるサ

ービスを展開することになります。 

施 設 名 機 能 内 容 

新図書館 
本市の新たな中央図書館と位置づけます。すべての市民を対象とし、公民館図

書室との連携や学校図書館の支援など、専門的なサービスを提供します。 

現中央図書館 
昭林公民館図書室としての機能と併せ、新図書館及び公民館図書室の資料保存

機能を持つことになります。 

公民館図書室 地域に密着したサービスの提供を図ります。 

※ 「安城市新図書館基本計画」43・44 頁より
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③拠点施設における多目的スペースの導入について 

8 頁の「3.(3).②図書館以外の公共施設に対する市民ニーズ」で示したように、拠点施設への

導入施設として卓球等の軽スポーツや、産直品販売会、七夕まつり、立食パーティーなど、多

目的に利用できる空間の要望を多くいただきました。 
また、図書館を利用したことがない市民（潜在的利用者）に対して、新図書館が身近に感じ

られ、利用するきっかけになる場として、“交わり”機能の充実を図る上で、以下のように検

討・整理を行い、新図書館内に多目的スペースを導入することにしました。 

■図書館・視聴覚室の稼働率向上を目指した仕掛けが必要 
・ 現中央図書館の視聴覚室の稼働率が低いことや、拠点施設の目的である『交流』の促

進を図るために、多目的なスペースを導入することで、稼働率の向上を図る仕掛けと

します。 

■周辺ホールの利用方法との差別化が必要 

【利用方法】 

・ 拠点施設周辺においては、既に飲酒飲食可能なホールが市民会館など民間施設を含め

４つ存在していることから、コンベンション的なホール導入の可能性は低いと考えま

す。 
・ 利用方法の差別化として、『健康増進スペース（軽運動含む）』を特徴的利用方法とし

ます。 
→ 特に、民間施設での『健康』用途の誘導を図り、健康増進機能のテナントが、多

目的スペースを利用する場合には、減免措置や優先予約を可能にするなどの利用

促進を図ることや、積極的に『健康』講座等を実施させることなどの方策も考え

られます。 
・ 『七夕まつり』『産直市』等のイベント的な利用を特徴的利用方法とします。 

→ 稼働率向上に直接つながらないことも想定されますが、“交わり”として整備する

広場との連携により、特徴的・印象的な利用による空間として位置づけます。 
【施設規模】 

・ 周辺に立地する既存の多目的なホールは 200 名前後の収容能力であるが、稼働率が

50％以下であることから、200 名を超える人数による利用の見込みはそれほど多くな

いと想定され、投資に対する効果は高くないと考えられます。 
・ 200 名程度の規模として、パーティションにより分割し、利用を可能にすることによ

り、利便性を向上させるなど、稼働率向上を図ります。 

■拠点施設における多目的スペース 

諸室名称 利用イメージ 規模等 

多目的スペース 

多目的スペースは 200 名程度が利用可能な室内空間

とする。室内空間は、2 室での分割利用が可能となるよ

うに中間に遮音性能の高い可動間仕切りを設けるな

ど、利便性の向上を図る。卓球等の軽スポーツ、産直

品販売会、七夕まつり、立食パーティーなど、多目的な

利用ができる空間・設備とする。 

以上のように、市民交流の促進を図る諸室として整備

することで、図書館利用実績のない潜在的利用者に対

して、新図書館が身近に感じられ、利用のきっかけとな

るような場として整備する。 

200 名対応

(300 ㎡程度)
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（６）拠点施設における広場機能 

①広場機能の基本的な考え方 

広場については、子どもから高齢者まで多世代にわたる人々や、自営業者からサラリーマ

ンまで異なる職種の人々など、多様な人々が市内からだけでなく市外からも訪れることで、

中心市街地における交流とにぎわいを促進する親しみやすい場として位置づけます。 

それぞれの人々が憩い、自由に楽しめる場とするだけでなく、例えば、安城七夕まつりや

中心市街地の商店街主催のイベントといった人々の相互交流に資するイベントなどや、各種

市民団体の活動等が展開されるような場とすることで、人々の交流機会の拡大を図ります。 

なお、交流やにぎわいの創出に資する広場としての機能を持つだけでなく、災害時におけ

る周辺住民の一時避難場所や帰宅困難者支援の機能を持たせることも検討していきます。 

 

②広場に求められる主な機能とその利用イメージ 

上記の広場機能の基本的な考え方による「交流とにぎわいを促進する親しみやすい場」や、

「災害発生時における一時避難場所」のほか、市民ニーズとして「自然を感じられる場」の

機能を要望する意見を多くいただきました。 

拠点施設に整備する広場に求められる主な機能と、その利用イメージを以下に示します。 

 

求められる主な機能 利用イメージ 

自然の空間機能 
樹木･芝生･草花、せせらぎに囲まれた癒しやゆとりある休

息所など 

交流・にぎわい促進の機能 産直市場、バザー、カフェ、屋台村など 

イベント展開の機能 
地産地消を推進するためのスペース、安城七夕まつり、地

元商店街主催のイベント、市民団体活動の発表など 

災害活動の機能 
災害発生時における一時避難場所や、帰宅困難者支援場所

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
交流とにぎわいを促進する親しみやすい場

【交流・にぎわい促進】 

■産直市場、カフェ、屋台村などの交

流・にぎわい促進の空間 

― 多世代の人々が気軽に立ち寄れ
るおもてなし空間 ― 

【自然】 
■花と緑が溢れた環境首都・安城を

象徴するような自然の空間 

― 花、緑、水など四季の自然が
感じられる空間・要素 ― 

【災害活動】 

■災害発生時には、周辺住民の一時避難

や、帰宅困難者への支援などの災害活

動の空間 

【イベント】 

■見る・楽しむ・参加するなど市民活動の

場としてのイベント展開の空間 
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（７）拠点施設における民間施設 

拠点施設において導入の可能性が考えられる民間施設について、４つの視点（①図書館との相乗

効果、②健康増進・医療関連、③民間ヒアリング結果、④フォーラムのアンケート回答）から整理

します。 

③民間ヒアリング結果については、平成20年度の基本計画素案策定に際して、民間事業者に対し

て民間活力導入に関するヒアリングを実施（≪資料編≫59頁（３）｢民間事業者ヒアリング(平成 20

年度)の結果について」を参照。）しており、その際に導入可能と考えられる民間機能・規模につい

ての回答を得ています。④フォーラムのアンケート結果（≪資料編≫43頁（１）「『中心市街地拠点

施設（更生病院跡地）を考える』フォーラムのアンケート結果」を参照。）については、「民間施設

として、どのような施設が“あったらいいな”と思いますか？」との質問に対して、回答をいただ

いた内容を示しています。 

なお、表7でまとめた民間施設及びその他の民間施設の導入の可能性については、事業の進捗状

況に応じて、今後も検討を行うこととします。 

 

表７ 拠点施設における民間施設  

①図書館との相乗効果が期待できる民間施設 

健やか 学び 交わり  
◎健康増進・医療サービス関連施設

○保育施設 

○大学（サテライトキャンパス） 

○専門学校 

○語学スクール 

○カルチャーセンター 

○予備校・学習塾 

○本屋 

◎飲食施設 

（軽食・喫茶、レストラン、ファ

ーストフード） 

○観光案内所・旅行代理店 

○ＣＤ等レンタルショップ 

○金融機関 

②健康増進・医療サービス関連で想定される民間施設 

健やか 学び 交わり  
◎医科・歯科診療所 

（クリニックモールなど） 

◎フィットネスクラブ・スポーツクラブ 

◎温浴施設 

◎福祉関連施設 

（介護施設・リハビリセンターなど） 

 ◎農産物販売所 

◎自然食レストラン 

○エステ・サロン・マッサージ 

○理容室・美容室 

など

③民間事業者ヒアリングで回答のあった民間施設（基本計画素案より） 

健やか 学び 交わり  
◎医療サービス・福祉関連施設 

（クリニックモールなど） 

◎フィットネスクラブ・スポーツクラブ 

◎温浴施設 

◎ドラッグストア 

 ◎飲食施設 

（軽食・喫茶、レストラン、ファ

ーストフード） 

○スーパー・日用品物販 

○コンビニエンスストア  など 

④「中心市街地拠点施設（更生病院跡地）を考える」フォーラムでのアンケートで回答のあった民間施設 

健やか 学び 交わり  
◎医療サービス・福祉関連施設 

（クリニックモール、整体など） 

◎フィットネスクラブ・スポーツクラブ 

◎健康増進施設（多世代を対象） 

◎温浴施設（スーパー銭湯、足湯） 

○学校法人 

○本屋 

◎農産物販売所（産直市場） 

◎飲食施設 

（オープンカフェ、レストラン）

○スーパー 

  ◎：拠点施設において積極的に誘導を図る施設   

  ○：拠点施設において導入を誘導を図る施設 
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５．施設計画について 

（１）施設計画における基本コンセプト 
■「にぎわいの拠点」としての施設づくり                        

中心市街地活性化の核として、まちと人のにぎわいを創出する施設であることが望まれま

す。そこで、子どもから高齢者までの多世代、市民から観光客、自営業者からサラリーマン

などの様々な人々が交流し、その交流の輪が人からまちに広がり、拠点施設だけでなく周辺

地域の活性化の起点となる役割を担う施設づくりを目指します。 

また、既存の商店街との連携や連続的なまちの形成、人の流れを創出するための機能の整

備を行うとともに、地域のランドマークとしてデザインに配慮した施設づくりを目指すこと

で、機能・施設ともに「まちの顔」として広く親しまれる施設を目指します。 

さらに、拠点施設の整備計画地は、安城南明治第二土地区画整理事業（約 3.3ｈａ）の区

域内及び中心市街地活性化基本計画の区域内であることを考慮し、計画地内の広場・公園を

含め、周辺の商店街との連携・連続性を図る街区の一体的活用に資する施設計画として促進

を図ります。 

 

■ すべての人の利用に配慮した施設づくり                       

多様な交流が生まれ、様々な人たちが快適にサービスを享受できる施設であることが望ま

れます。トイレや階段、廊下、駐車場からの通路などの共用部分はもとより、施設全体がユ

ニバーサルデザインの考えに基づく空間づくりに配慮する必要があります。 

また、各機能が複数階に分散されることが想定されることから、どの機能がどこにあるの

かわかりやすい案内表示など、利用者にやさしい空間づくりを行う必要があります。 

 

■ 環境に配慮した施設づくり                             

建設・維持管理・運営のトータルライフサイクルにおいて、自然エネルギー（太陽光発電、

雨水利用等）の活用、施設の長寿命化、環境への負荷軽減に配慮した省エネルギー機器等の

設置、再生品の活用、積極的に緑を配置した施設全体での緑化対応など、自然環境への影響

に十分配慮した施設を目指します。 

なお、ＣＡＳＢＥＥ（キャスビー：建築物総合環境性能評価システム）による目標ランク

を設定することで、より環境品質や性能の高い施設整備を誘導します。 

 

 

 

 

 

 

■ 利用者の安全安心に十分配慮した施設づくり                     

本施設は公共施設と民間施設の複合施設となることが想定され、様々な人々が集まり、利

用者の安全性の確保には十分配慮する必要があります。死角のできにくい空間づくりに配慮

し、それを補うセキュリティ機能を整備し、災害時にわかりやすい避難動線を確保する必要

があります。 

また、多数の人々が利用する施設であることから、施設の耐震性についても十分に考慮す

る必要があります。 

 

※ＣＡＳＢＥＥ（キャスビー：建築物総合環境性能評価システム）とは、建築物の環境品質、性能（長寿命

化・設備の更新性等）、環境負荷（省エネ、資源の再利用等）を同時に評価する全国共通の基準として、国

の支援を受け、産・官・学共同で研究開発された評価システム。約 90 の評価項目をレベル 1～5 で評価し、

総合的に算出した「建築物の環境性能効率」を、S ランク（素晴らしい）、A ランク（大変よい）、Ｂ＋ラン

ク（良い）、Ｂ－ランク（やや劣る）、Ｃランク（劣る）の５段階で格付けを行うもの。この評価の第三者認

証として（財）建築環境・省エネルギー機構による認証制度があります。
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（２）施設配置計画における配慮事項 

施設の配置計画を検討するにあたり、特に配慮が必要となる項目を以下に整理します。 

 

①施設利用者車両の動線 

・幹線道路交差点部の混雑への配慮 

・居住部道路の混雑への配慮 

②商店街との連携、まちの連続性、広場等との一体活用 

・人の流れの活発化、商店街や近隣街区への顔向け(施設の正面)の整備、商業機能の配置 

③歩行者の動線 

・拠点施設への誘導（あんくるバスの運行拡充）、ＪＲ安城駅との歩行者動線の確保、市役

所等への歩行者動線の配慮 

④周辺居住者への配慮事項 

・日照の確保や圧迫感の軽減など、周辺居住者の住環境の悪化を招かないような配慮が必要 

安城南明治第二土地区画整理事業で計画された設計図を参考とした場合の配慮事項を、下記

図 7 のとおり整理しました。なお、今後の区画整理事業の進捗によって、計画地の形状等、様々

な変更が生じる可能性がありますので、現設計図による参考例です。 

：計画地

安城駅西駐車場

 
 

図７ 施設配置計画における配慮事項  

 

※計画地内の「広場・公園エリア」「施設計画エリア」については、安城南明治第二土地区画整理事業（約 3.3ha）で計画

された設計図を参考としています。このため区画整理事業の進捗状況に応じて変更となる可能性があります。 
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（３）配慮事項における計画方針 

前頁で整理した配慮事項についての検討方針を、今後詳細に検討・計画していくためのポイントとな

る基本的な考え方を以下に整理します。 

①施設利用者車両の動線計画方針 

・交差点部に対して、拠点施設へ（から）の車両通行の集中に配慮し抑制を図る。 

・拠点施設への右折による進入規制や、居住部道路での混雑が予想される区域への車両進入対策を 

図る。 

②商店街との連携、まちの連続性、広場等との一体活用への計画方針 

・周辺商店街に近い路面に沿ってまちと連続して民間施設を配置（顔向け）し、併せて魅力的な施設

計画、歩行者空間、広場との開放的な空間整備を行うことで人の流れとまちとの連携を図る。 

③歩行者の動線計画方針 

・魅力ある施設整備と歩道の整備、あわせて広場・公園との開放的で、一体的な空間整備に配慮する

ことでまちにおける連続的な歩行者の流れを創出する。 

・あんくるバスの運行拡充を図ったうえで、バス停から拠点施設まで、安全な歩行路の確保に配慮す

る。 

・公共施設の出入口を設けることで、施設計画エリア内の通り抜け通路等による商店街等への歩行者

の流れを創出する。 

④周辺居住者への計画方針 

・敷地境界線や道路境界線からの建物外壁面の後退・外壁の形状・色彩等に配慮し、周囲に対する圧

迫感の低減を図る。 

・施設の各階における必要な高さを確保し、必要最小限の建物高さとすることで周辺の日照や景観形

成に配慮する。 

 

 

 

図８ 配慮事項における計画方針 

※計画地内の「広場・公園エリア」「施設計画エリア」については、安城南明治第二土地区画整理事業（約 3.3ha）で計画された

設計図を参考としています。このため区画整理事業の進捗状況に応じて変更となる可能性があります。 

参考例 
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（４）施設構成及び規模 

拠点施設は、公共施設と民間施設の複合施設となることが想定されます。 

よって、下記のような 2つの施設構成案を設定し、メリット・デメリットについて検討を行いました。 

 

表８ 施設構成及び規模  

 Ａ案（分棟型） Ｂ案（合築＋駐車場型） 

計画地面積                                    6,000 ㎡ ※区画整理事業の進捗状況に応じて変更となる可能性があります 

建ぺい率,容積率 80% 400% 計画地概要 

許容床面積 24,000 ㎡ 

公共施設 8,100 ㎡ 

民間施設                                     8,000 ㎡ ※許容容積率の範囲内で誘導できる床面積として想定したものです 

駐車場施設 11,200 ㎡ 
床面積 

合 計               27,300 ㎡（容積対象 21,840 ㎡） 

建築面積 公共施設：2,200 ㎡ 、民間施設・駐車場施設：2,550 ㎡ 公共施設・民間施設：3,000 ㎡、 駐車場施設：1,750 ㎡ 

  

施設特徴 

○：メリット 

●：デメリット 

○ １階に公共施設としてのまとまった空間が整備できる。 

○ 公共施設と民間施設の縦動線が明確に区分できる。 

○ 民間施設と連携し易い横動線が確保できる。 

○ 民間施設の事業リスクの影響が小さい。 

○ 公共施設と民間＋駐車場施設の構造体グレードが分けられる（民間の建設コスト負担軽減）。 

● 公共施設機能が４層に分散されてしまい管理運営上効率的ではない。 

● 約９層の建物となり周辺建物と比べると高層になる。 

● 駐車場が上層部となり公共施設との連絡が良くない。 

○ 1 フロアで広いスペース（3,000 ㎡／床、Ａ案は 2,200 ㎡／床）が確保できる。 

○ 公共施設機能が 3 層で分散が少なく管理運営上の効率は問題ない。 

○ 民間施設もまとまった床面積が確保できる。 

○ 公共施設と駐車場が近くになり利便性がよい。 

○ 合築施設と駐車場施設の構造躯体グレードが分けられる（駐車場の建設コストが低減できる）。 

● １階部分が限定されるため公共施設としてのまとまった空間の整備がしにくい。 

● 約６層の建物となり周辺建物と比べるとやや高層になる。 

● 民間施設の事業リスクの影響がＡ案より大きい。 

Ⅰ 公共施設 Ⅰ 公共施設 

専用部分 床面積(㎡) 第１層 第２層 第３層 第４層 専用部分 床面積(㎡)  第１層 第２層 第３層 

資料・情報提供、資料・情報活用支援、自己啓発 8,100 ○ ○ ○ ○ 資料・情報提供、資料・情報活用支援、自己啓発 8,100  ○ ○ ○ 

Ⅱ 民間施設 Ⅱ 民間施設 

 床面積(㎡) 別棟  床面積(㎡) 下階    

施設構成 

物販店舗・その他 8,000 ○ 物販店舗・その他 8,000 ○    

1.公共施設 約 38 億円 設計費・建設費・工事監理費 

2.駐車場・駐輪場  約 6 億円 設計費・建設費・工事監理費 

3.広場（公園）  約 2 億円 設計費・建設費 

4.新図書館備品  約 7 億円 電動式集密書庫など（資料購入費は除く） 

概算 

施設整備費 
(公共施設のみ

の 整 備 に 要 す

る金額) ※ 合  計 約 53 億円  

評 価 
施設特徴において、公共施設における利便性・管理運営のしやすさは、Ｂ案より劣る。 

（敷地の制約により、公共施設・民間施設ともに１層あたりの床面積が狭くなる。） 
○ 

施設特徴において、公共施設における利便性・管理運営のしやすさは、Ａ案より優れる。 

（公共施設・民間施設が同一建物となることで、１層あたりの床面積が広くなる。） 
◎ 

 
※ 現時点において参考として示すもので、公共施設の規模及び整備費用については、今後の土地区画整理事業の進捗状況、社会情勢、民間事業者による開発動向などを見極めながら精査を行います。 
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（５）配置計画案 

表 8 で示したように、2 つの施設構成案のうち、施設特徴のメリット・デメリットについ

て比較を行った結果、民間施設の事業リスクの影響がＡ案（分棟型）に比べて大きいものの、

公共施設としての利用者の利便性や、管理運営のしやすさからＢ案（合築＋駐車場型）の方

が優れていると判断されることから、基本計画においては施設構成を「Ｂ案（合築＋駐車場

型）」とします。 

なお、今後本事業の進捗で、民間施設の事業リスク等の影響については改めて詳細に検討

し、施設構成についても検討を行うこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの検討を踏まえ、現在の計画地において想定される配置計画案を下記に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 基本計画における施設構成 「Ｂ案（合築＋駐車場型）」 

※計画地内の「広場・公園エリア」「公共/民間施設」「駐車場施設」については、安城南明治第二土地区画整理事業

（約 3.3ha）で計画された設計図を参考としています。このため区画整理事業の進捗状況に応じて変更となる可能

性があります。 
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（６）駐車場・駐輪場 

拠点施設は、公共施設と民間施設の複合施設となることが想定され、多数の市民に利用し

てもらうためには、駐車場の規模をどのように考えるかが重要となります。 

そこで、本計画では、公共施設において必要な駐車台数及び駐輪台数と、最大限民間施設

を誘導できる場合の必要な民間施設の駐車台数と駐輪台数をそれぞれ算定します。（大店立

地法を考慮し、民間施設 8,000 ㎡のうち物販店舗を 3,000 ㎡として算定。） 

 

①必要な駐車台数及び駐輪台数 

【公共施設の駐車台数について】 

■想定必要台数：（現況図書館駐車場・駐輪場状況を考慮した台数） 

・駐車場：140 台、駐輪場：120 台 

 

【民間施設の駐車台数について】 

■想定必要台数：（大店立地法・安城市条例を考慮した算定台数） 

・駐車場：151 台、駐輪場：400 台 

 

表９ 必要な駐車台数と駐輪台数  

駐車場施設

① 駐車場

公共施設 140 台 4,800 ㎡ 図書館現況台数 60 台 2,100 ㎡

民間施設（物販） 101 台 3,400 ㎡ 大店立地法 30 台 1,100 ㎡

民間施設（その他） 50 台 1,700 ㎡ 50 台 1,700 ㎡

駐車場合計 291 台 9,900 ㎡ 約34㎡／台で算定 140 台 4,900 ㎡ 約34㎡／台で算定

② 駐輪場

公共施設 120 台 300 ㎡ 図書館現況台数 － 台 － ㎡ 安城市条例該当なし

民間施設（物販） 150 台 400 ㎡ 150 台 400 ㎡

民間施設（その他） 250 台 600 ㎡ 250 台 600 ㎡

駐輪場合計 520 台 1,300 ㎡ 約2.5㎡／台で算定 400 台 1,000 ㎡ 約2.5㎡／台で算定

11,200 ㎡ 5,900 ㎡

安城市条例
(20㎡につき１台）

安城市条例
(20㎡につき１台）

合計

《　参　考　》　　安城市条例による算定台数

必要台数 必要規模必要規模

図書館要望・大店立地法・市条例による算定台数

安城市条例
(100㎡につき１台）

必要台数

安城市条例
(100㎡につき１台）

安城市条例
(100㎡につき１台）

安城市条例
(150㎡につき１台）

 

 

 

以上より、拠点施設で必要な駐車台数と駐輪台数は以下のようになります。 

 

想定される必要台数 約 290 台 
駐車台数 

本市条例に基づく台数 約 140 台 

想定される必要台数 約 520 台 
駐輪台数 

本市条例に基づく台数 約 400 台 

 



 

 27

②周辺駐車場の利用状況 

本計画地周辺における駐車場の利用状況を以下に示します。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
④ 花ノ木町駐車場 

 収容台数：定期 22 台 
 供用開始：昭和 48 年 5 月 4 日 
 入出庫可能時間：24 時間 

② 安城駅西駐車場（東棟） 

収容台数：一般 391 台（一部定期貸） 
 供用開始：平成 5 年 7 月 30 日 
 入出庫可能時間：午前 6 時～ 

翌午前 0 時 30 分 

③ 安城駅西駐車場（屋外） 

収容台数：一般 63 台 
 供用開始：平成 13 年 1 月 4 日 

入出庫可能時間：24 時間

② 安城駅西駐車場（西棟） 

収容台数：定期 230 台 
 供用開始：昭和 54 年 8 月 1 日 

入出庫可能時間：午前 7 時～午後 10 時

０ ５００ｍ 

① 御幸本町駐車場 

 収容台数：一般 115 台 
 供用開始：昭和 48 年 5 月 16 日 
 入出庫可能時間：午前 7 時～午後 9 時 

 

図１１ 周辺駐車場の立地場所 

表１０ 周辺駐車場の利用状況（年間延利用台数/平成 20 年度実績） 

番号 駐車場名称
一般車
（台）

定期車
（台）

合計
（台）

① 御幸本町駐車場 8,059 26,050 34,109
② 安城駅西駐車場（西棟） － 55,897 55,897
② 安城駅西駐車場（東棟） 51,358 54,059 105,417
③ 安城駅西駐車場（屋外） 77,349 － 77,349
④ 花ノ木町駐車場 － 5,588 5,588  

   ※定期車数は、昼間及び全日定期券の発行枚数と当該発行月の営業日数の乗数。 

 
③周辺駐輪場の利用状況 

本計画地周辺における駐輪場の利用状況を以下に示します。 

 
図１２ 周辺駐輪場の立地場所 

表１１ 周辺駐輪場の利用状況（年間延利用台数/平成 20 年度実績） 

一般車 定期車 一般車 定期車

① 安城駅北口自転車駐車場 32,412 4,548 1,304 163 38,427
② 安城駅自転車駐車場 73,118 9,098 3,406 675 86,297

合計
（台）

駐車場名称番号
自転車（台） 原動機付自転車（台）

 
  ※定期車数は、1 ヶ月または 3 ヶ月定期券の発行枚数であり、実利用台数とは異なる。 

 
【収容台数】115 台（定期有） 

【供用開始】昭和 48 年 5 月 

【入出庫可能時間】 

 午前 0 時から午後 12 時まで 

①御幸本町駐車場  
【収容台数】230 台（定期） 

【供用開始】昭和 54 年 8 月 

【入出庫可能時間】 

 午前 7 時から午後 10 時まで 

②安城駅西駐車場（西棟）  
【収容台数】391 台（定期有） 

【供用開始】平成 5 年 7 月 

【入出庫可能時間】 

 午前 0 時から午後 12 時まで 

②安城駅西駐車場（東棟） 

 
【収容台数】63 台 

【供用開始】平成 13 年 1 月 

【入出庫可能時間】 

 午前 0 時から午後 12 時まで 

③安城駅西駐車場（屋外）  
【収容台数】22 台（定期） 

【供用開始】昭和 48 年 5 月 

【入出庫可能時間】 

 午前 0 時から午後 12 時まで 

④花ノ木町駐車場 

 
【収容台数】604 台 

【供用開始】平成 1 年 6 月 

【入出庫可能時間】 

 午前 0 時から午後 12 時まで 

①安城駅北口自転車駐車場

 
【収容台数】1,160 台 

【供用開始】平成 1 年 2 月 

【入出庫可能時間】 

 午前 0 時から午後 12 時まで 

②安城駅自転車駐車場（増築中） 
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④駐車場・駐輪場の整備の方向性 

市民ニーズへの対応を含め、これまでの検討内容を考慮し、拠点施設における駐車場・駐

輪場の整備の方向性を以下に示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公共交通利用促進施策の展開（公共のソフト施策との連携） 

本市がめざす都市像「市民とともに育む環境首都・安城」に基づき、地球温暖化対策の

一環として、駅前立地特性を活かし、自家用車利用から公共交通機関利用や徒歩・自転車

利用への転換を図る。 
例）計画地内（隣地）にあんくるバス停設置、駐車場利用料の徴収、 

車利用者以外の人への商店街優遇チケット配布等 

周辺駐車場・駐輪場の利用促進を展開（公共のハード施策との連携） 

計画地内だけの対応ではなく、周辺駐車場・駐輪場の利用促進を視野にいれ、円滑な道

路交通処理を図る。 
例）周辺駐車場と連携した駐車・駐輪システムの導入、 

周辺エリアを含めた新たな立体駐車場の整備等 

財政負担への考慮及び効率的なスペース利用への配慮 

拠点施設利用者の利便性や駐車場利用者としての利便性や、拠点施設周辺への回遊を誘導す

る観点から、地下駐車場や平面駐車場の導入が市民ニーズとしてあがっています。 

地下駐車場については、今後の技術開発の進展などによって、地上における立体駐車場など

と同等に近い財政負担での整備・導入が図れる可能性もありますが、現時点では過大な投資（財

政負担）となるために、難しいと考えています。 
平面駐車場については、上記のとおり「周辺駐車場・駐輪場の利用促進を展開」での対応を

図ります。 
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（７）施設計画案【イメージ図】 

 23 頁で記述したとおり、機能構成面やコスト面で優位性のある 

Ｂ案（合築＋駐車場型）をベースにして、機能相関図に留意し、 

各機能（公共施設）の施設計画案（イメージ図）を以下に示します。 

 なお、今後の事業実現に向けた検討過程の結果によってこの施設 

計画案の見直しの可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●公共施設の各機能配置の考え方 

・公共施設の構成は 3 層からなり、民間施設の機能と近接する

第 1 層に多目的スペース、交流スペース及び児童関係の「動」

を、第 2 層・第 3層で「静」の構成とする。自己啓発の機能

はより静かな空間を確保するために「動」の空間からもっと

も離れた第 3 層に配置する。 

・公共施設内の専用動線としてエレベーターや階段などを整備

し、利便性と公共施設の一体性に配慮する。 

・1 階出入口からつながるエレベーターや階段など（主動線）

は、公共施設への入館者管理の面から出入口を集約すること

が望ましいため、公共施設の第 2 層までとし第 3層へは公共

施設専用動線とする。 

・一般開架・閲覧の主たるスペースは第 2 層とし、専門・参考

図書等の開架・閲覧スペースは地域資料スペースと同じ第 3

層に配置する。 

・グループ室、個人利用ブースは集約して設けるのではなく、

利用資料によって各々使い分けることができるよう第 2層、

第 3 層に分散して配置する。 

・閉架書庫はその収容冊数とイニシャルコスト、ランニングコ

ストの軽減に配慮し、自動書庫ではなく集密書架として第 2

層に配置する。 

・より多くの利用者が集中する第 1層と“学び”機能の主フロ

アの第 2 層に、駐車場との連絡通路を設け利用者の利便性に

配慮する。 

図１３ 施設計画案【イメージ図】 

駐車場

連絡通路

ロビー多目的スペース

会議室

事務室等

児童開架・閲覧スペース

ボラン
ティア室

一般開架・閲覧スペース

地域資料スペース

主動線

作業動線

公共施設
専用動線

搬入運搬
出入口

連絡通路

カウンター

展示コーナー

出入口

連絡通路

一般開架
・閲覧スペース

（準開架書架スペース）

（一般図書）

出入口

広場・公園
（敷地：3,900㎡）

出入口

対面朗読室

駐車場

駐車場

駐車場／駐輪場

駐車場
出入口

交流スペース

おはなし
コーナー

パソコン
スペース

AV
コーナー

便所

子ども便所
授乳室

グループ室ブラウジング
コーナー

パソコン
スペース

AV
コーナー

ロビー

カウンター

個人
利用ブース

事務室等

閉架書庫

便所

資料
調べもの
相談等

カウンター

便所

グループ室
個人

利用ブース
パソコン
スペース

資料
調べもの
相談等

カウンター

事務室等

個人
利用ブース

吹抜

吹抜

避難動線

（建築面積：1,750㎡）

（建築面積：3,000㎡）

託児ｽﾍﾟｰｽ
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６．運営計画について 

これまでの導入機能や施設計画の検討結果により、拠点施設全体の運営業務については、以

下のような業務が想定されます。 

 

表１２ 拠点施設で想定される業務内容 

 業務部門・項目 主な業務内容 

建築物保守管理業務  建築物の保守・点検・修繕・更新 

建築物設備保守管理業

務 

 電気設備・空調設備・給排水衛生設備・防災設備・その

他設備の保守・点検・修繕  など 

備品等保守管理業務  備品等の整理・保守・点検・修繕更新 

外構施設保守管理業務  外構施設（駐車場・駐輪場含む）等の保守・点検・管理 

清掃業務  施設清掃、受水槽清掃、害虫駆除、ゴミ処理  など 

植栽維持管理業務  施肥・潅水・病害虫の防除、剪定・除草、養生 

施設全体の維
持管理に関す
る業務 
 
（広場、駐車
場 ・ 駐 輪 場
を含む） 

警備業務  施設、駐車場・駐輪場の警備 

図書館機能に
関する業務 

新図書館運営業務  新図書館の運営 

民間機能に 
関する業務 

民間施設運営業務  民間施設の運営 

 
上記の拠点施設で想定される業務のうち、公共施設として拠点施設に導入される新図書館の

運営のみを対象とした運営計画の内容を示します。 

 

 

（１）新図書館における管理運営の基本方針 
「学びたい人に情報を提供し、その成果が発揮でき、市民の多様な交流が生まれる拠点」

としての役割が望まれている新図書館における管理運営の基本方針を以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 「安城市新図書館基本計画」71 頁より 

 利用者に配慮した開館日・開館時間を設定する 

 多様かつ高度な市民ニーズに対応可能な運営体制とする 

 市民参加を基本とした施設運営とする 

 サービスの向上かつ効率化に資する管理運営体制とする 
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（２）新図書館での業務内容 
拠点施設におけるこれまでの検討経緯を踏まえて、平成 21 年度の新図書館基本計画策定委

員会で検討された新図書館での主な業務を以下に示します。 

 

表１３ 新図書館における業務部門及び内容 

 業務部門・項目 主な業務内容 

中央図書館長  中央図書館の総括 

管理部門 

 安城市図書館協議会に関すること 

 図書館の施設及び設備に関すること（危機管理マニュアルの策

定を含む） 

 予算、決算に関すること 

 サービスやイベントなどの広報に関すること 

 利用統計に関すること                      など 

企画部門 

 図書館運営の企画、調整に関すること 

 公民館図書室との連携に関すること 

 ボランティア（サポーター）コディネーターの配置、ボランティア

（サポーター）の受け入れ及び育成、活動の支援、サービス部

門との調整に関すること                      など

図書館機能に
関する業務 

サービス部門 

 図書館資料の貸出、講座の開催等、資料・情報の提供に関す

ること 

 利用者に対する資料・情報の活用支援に関すること 

 地域の課題解決や個人の自己啓発の支援・推進に関すること 

など 

※ 「安城市新図書館基本計画」73 頁より 
 

（３）新図書館での開館日・開館時間帯の設定 
中心市街地におけるにぎわいや交流の創出、利用者の利便性向上に配慮し、多くの市民に

利用しやすい開館日・開館時間帯を設定します。 

 

①開館日の設定 

現行の「休日の翌日」を休館から開館に変更することや、週 1 日の定期休館日が祝祭日に

あたった場合を開館するなど、年間 300 日程度に拡大（現行は 289 日）することが望ましい。 

なお、週 1 日の定期休館日（曜日）の設定にあたっては、拠点施設内の他施設及び周辺商

店街との調整を図り、利用者の利便性向上に配慮した上で設定します。 

 

②開館時間帯の設定 

平日は現行の開館時間を拡大し、午前 9 時から午後 8 時、休日等は現状と同じ午前 9 時か

ら午後 5 時までとすることが望ましい。 

ただし、拠点施設内に導入が予定される民間施設とのサービス面、運営時間での連携や、

拠点施設オープン後における来館者のニーズによって、柔軟に対応して設定します。 
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（４）新図書館での管理運営体制 
これまでの導入機能や施設計画を考慮し、新図書館での管理運営体制のイメージを以下に

示します。 

 

 

図１４ 管理運営体制のイメージ 

 

 

（５）新図書館での運営形態と民間事業者の裁量範囲 
新図書館の運営形態については、平成 22 年度以降に予定される新図書館の管理運営計画の

検討事項としていますが、指定管理者等の民間活力の導入についても視野に入れた検討を行

います。 

以下に新図書館における運営形態と、各運営形態における民間事業者の裁量範囲を示しま

す。 

 

図 15 運営委託の形態と民間事業者の裁量範囲 
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７．事業手法について  

（１）事業手法選定の基本的な考え方 
拠点施設では、中心市街地におけるにぎわいの創出及び活性化に寄与するための様々な事

業手法の検討が必要です。さらに近年では、全国的に自治体の財政状況が厳しさを増す中で、

公民連携事業※という新しい手法（概念）によって事業が推進されています。 

そのような背景の中、拠点施設の事業手法として、以下の基本的な考え方に基づき検討し

ます。 

※ 公民連携事業･･･行政と民間企業やＮＰＯ、市民などが連携・協力して、新しいかたち（主体）

で公共サービスの提供を行うこと。 

 

 

■公共サービスのコスト縮減及び質の向上を目指す                     

公共事業のコスト縮減が叫ばれる中、これからの公共施設整備・維持管理・運営にあた

っては、施設の耐用年数にわたる総支出（ライフサイクルコスト）を如何に縮減するか、

といった視点が重要となります。このためには、市と民間事業者の適切な役割分担のもと、

民間ノウハウを最大限発揮させることで、公共サービスのライフサイクルコストの縮減及

び質の向上を図る事業手法を選択します。 
 

■土地の高度利用・有効活用を目指す                           

拠点施設の整備計画地は中心市街地に位置し、商業地域（建ぺい率：80％、容積率：400％）

として相応しい活用が求められます。導入機能の検討結果より、計画地に公共施設の床面

積として約 8,100 ㎡の導入が見込まれ、駐車場・駐輪場の導入も考慮すると、計画地の容

積率上限に対して約 8,000 ㎡程度までの民間施設の導入が可能となります。 

このため、計画地は、土地の高度利用・有効活用を図り、中心市街地活性化に資する公

民複合施設の誘導を図りやすい事業手法を選択します。 
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公共施設 

民間施設 

  
公共施設 

 
 

民間施設 

（２）想定される整備パターン 

これまでの検討結果を踏まえ、想定される整備パターンを以下に示します。（表中の○は整

備結果として望ましい成果を、●は望ましくない成果を示しています。） 

表１４ 想定される整備パターン 

 
 公民協働による施設整備 

（公共施設中心） 

公民協働による施設整備 

（民間施設中心） 

整備のねらい 

◆民間ノウハウ適用による民間独自の発想も活用した新たな視点で、『交流拠点（活性化拠

点）』を創出 

◆公共施設と民間施設が複合化する利点を活かし、市内外の広域からの集客を見据えた

『にぎわい』を図る 

◆市全体の市民サービス向上のための公共施設整備 

拠点施設のコンセ

プト 

・整備方針の実現

化 

○公共施設規模が大きいため、市の意志

（リスク）でサービス展開を図れることか

ら、市の意志（リスク）でコンセプトや整

備方針を実現できる。 

●公共施設規模が相対的に小さいため、民間

の意志（リスク）でサービス展開を図る部分が

大きくなることから、市の意志（リスク）でコン

セプトや整備方針を実現する要素が小さい。

公民複合施設とし

てのにぎわいの創

出 

●「学び」の機能について、公共サービス

として充実した展開が可能であるが、民

間機能として展開する「健やか」や、「学

び」「健やか」と連携する「交わり」の機

能展開については、充実した展開が望

めない。 

○公共機能としての「学び」だけでなく、民間機

能としての「健やか」においても充実したサー

ビス展開の可能性が高い。また、それによっ

て「交わり」機能の充実が見込める。 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業手法 ＰＦＩ方式 定期借地権方式 

初期投資 

（整備費） 

公設公営方式よりも負担「小」 

 

・民間が資金調達により施設を建設・維持

管理・運営する。 

公設公営方式より負担「小」 

・市が民間に土地を期間を限定し貸与し、民間

が資金調達により、施設を建設・維持管理・運

営する。 

市
の
負
担 

維持管理・ 

運営 

公設公営方式よりも負担「小」 

・市は、公共サービスを購入する。 

(整備費、維持管理・運営費を事業期間内

に支払う。) 

公設公営方式より負担「小」 

・市は民間から地代（土地の借地料）を得る。 

・一方で市は、テナントとして公共床の賃料を

民間に支払う。 

・市の維持管理・運営上の負担は、上記が差し

引きされた額となる。(左記方式より収入がある

分、市の支出を圧縮できる。) 

整備効果 

○『交流拠点（活性化拠点）』として公共サービスによる活性化が期待できる。 

○公共施設（機能）との相乗効果が期待できる民間施設（機能）を公募条件とすることで、民

間の創意工夫を活かした機能導入により、にぎわいの創出が期待できる。 

○民間施設（機能）が大きく誘導できるほど、より大きなにぎわいの創出が期待できる。 
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（参考）整備手法別の主な事例 

表１５ 事業手法別の主な事例 

 ①公設公営方式（市直接建設方式） ②ＰＦＩ方式 ③定期借地権方式 

仕組み・特徴 

・公共（市）が自ら資金調達し、施設の建設・維持管理・運営などの土

地有効活用の全てを行う。 

・維持管理・運営については「指定管理者制度」により、コスト縮減や

サービス向上を図る取り組みが行われている。 

・公共事業における民間活力導入方式で、設計・建設・維持管理・運

営を包括的・長期契約を行うとともに、従来のように公共（市）が直接

施設を整備せずに、民間資金を利用して民間に公共サービスの提

供を委ねる手法である。 

・民間の資金、経営能力、技術的能力を活用することにより、公共（市）

が直接サービス提供するよりも、コスト縮減やサービス向上が図れる

ことを期待できる。 

・借地借家法による制度で、当初に定められた期間中は、土地所有者

(市)に地代を支払い、契約終了時に借地関係が終了し、土地が土

地所有者(市)に返還される制度。土地所有者(市)は、契約期間中、

借主(民間事業者)から地代（概ね固定資産税相当額。）を得ること

ができる。 

・借地権には、3 種類（4 分類）ある。 

 ・一般定期借地権（50 年以上） 

 ・事業用定期借地権 

（10～30 年未満）と（30～50 年未満） 

 ・建物譲渡特約付借地権(30 年以上） 

・最近では、公募プロポーザル方式により、定期借地権方式を活用し

た公有地の有効活用を行う事例が増えている。 

土地所有権 市（行政財産） 市（行政財産） 市（普通財産） 

建物所有権 市（行政財産） 

BTO 方式：市（行政財産） 

BOT 方式：民間事業者 

※ BTO(Build Transfer and Operate)方式：民間事業者が施設を建設し、完成後に公共に
所有権を移転し、民間事業者が維持管理・運営を行う方式のこと。 

※ ＢＯＴ（Build Operate and Transfer）方式：民間事業者が施設を建設し、維持管理・運営
を行い、事業終了後に公共に所有権を移転する方式のこと。 

民間事業者 

その他事例 

■渋谷区・旧大和田小学校跡地施設(仮称)建設プロジェクト 
・2012 年 7 月開館予定 

・敷地面積：約 4,960 ㎡ 

・延床面積：約 27,000 ㎡ 

・階   数：地上 11 階、地下 3 階 

・総 工 費：約 120 億円（※初期投資のみ） 

・施設構成 

教育センター、けやき教室、子ども科学ｾﾝﾀｰ、図書館、小ホール、

中ホール、ﾌﾟﾗﾚﾀﾘｳﾑ、健康ｾﾝﾀｰ、医師会館、看護学校、ｹｱｺﾐｭﾆﾃ

ｨ施設、体育室、保育園、公営的用途利用 

 
 

■岡崎市・岡崎げんき館 
・2008 年 3 月開館 

・敷地面積：約 13,400 ㎡ 

・延床面積：約 7,300 ㎡  ・駐車場：220 台 

・階   数：地上 3 階（一部 4 階） 

・総事業費：約 106 億円(事業期間約 27 年間の総額) 

（※維持管理運営費込み） (予定価格約 159 億) 

・施設構成 

 ・保健衛生（事務室、相談室、子ども検診ｺｰﾅｰ、保健ｺｰﾅｰ、講堂、

Ｘ線撮影室、待合ｺｰﾅｰ） 

 ・健康づくり（プール、屋外ｼﾞｬｸｼﾞｰ、スタジオ、トレーニングジム、ヘ

ルスチェックｺｰﾅｰ、リラクゼーションルーム、健康広場、健康回廊、

珈琲亭、ショップ） 

 ・子ども育成（プレイルーム、相談室、プレイホール、子ども広場、育

成活動支援室、一時託児コーナー） 

 ・市民交流（情報ライブラリー、市民ギャラリー、市民活動室・和室、

調理実習室、多目的室、総合受付） 

 

 

■大和市・高座渋谷駅前複合ビル建設事業 
・2010 年 1 月開館 

・敷地面積：約 5,300 ㎡ 

・延床面積：約 19,800 ㎡ 

（公共：4,000 ㎡、民間：11,000 ㎡、駐車場：4,800 ㎡） 

・階   数：地上 6 階 

・総事業費：4,493 百万円（事業期間約 32 年間の総額） 

（※維持管理費込み）   (予定価格約 5,100 百万円) 

・総地代：約 582 百万円（予定最低地代約 473 百万円） 

・施設構成 

公共施設 

学習センター機能、多世代交流機能、図書室、 

多目的ホール、市役所出張所 

民間施設 

温浴施設、ドラッグストア、銀行、レストラン、コンビニエンスストア

など 
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８．事業実施上の課題について  

これまでの検討を踏まえ、土地区画整理事業の進捗状況に応じながら本事業を推進していく

上での課題を、以下に整理します。 

 

■安城南明治第二土地区画整理事業との連携 
拠点施設の整備計画地は、安城南明治第二土地区画整理事業により整備されます。この

ため、当該土地区画整理事業との連携は不可欠となります。平成 21 年度現在においては、

当該土地区画整理事業について、区域内の地権者との合意形成が図られようとしている状

況です。当該土地区画整理事業により、計画地の形状も決まることから、その進捗状況に

応じて、拠点施設の敷地形状を整え、本事業の工事着手時期も柔軟に対応することとしま

す。 

 

■中心市街地活性化基本計画との整合 
拠点施設では、「地域力を育む健康と学びの拠点」をコンセプトに、「学び」「健やか」「交

わり」の大きな 3 つの機能を柱に、ＪＲ安城駅を中心とした中心市街地のにぎわいの創出

を図ることが求められています。 

本市においては、平成 12 年 3 月に『中心市街地活性化基本計画』及び、平成 18 年度か

ら平成 22 年度を計画期間とする『都市再生整備計画（安城七夕地区）』を策定し、ソフト・

ハードの両面から、ＪＲ安城駅周辺のまちづくりを推進しています。 

平成 21～22 年度において、『中心市街地活性化基本計画』の見直しが予定されているこ

とから、この見直しの中で拠点施設の位置づけや役割を明確にし、整合を図る必要があり

ます。 

 

■民間事業者を対象としたヒアリング調査の実施 
平成 20 年度に実施した民間事業者ヒアリングの結果、民間の開発事業者においては、拠

点施設への民間施設の導入・誘導は可能性があると判断しています。 

また、民間施設を導入・誘導する場合に適した事業手法としては、「定期借地権方式が望

ましい」という回答が多くありました。 

ただし、民間の開発事業者の動向は、社会情勢の影響を大きく受けることから、今後の

社会情勢の変化や、安城南明治第二土地区画整理事業の進捗状況に応じながら、地代水準

や民間事業者の事業範囲等の詳細な事業の枠組みを提示した上で、継続的に民間事業者ヒ

アリングを実施していく必要があります。 

 

■市民及び地元商店街の意見を踏まえた広場機能の検討 
拠点施設において整備が予定されている広場は、中心市街地内にある広大で貴重な公共

スペースであると同時に、安城七夕まつりのほか、地元商店街の主催イベントや、各種市

民団体の活動発表の場として、人々の交流機会の拡大によるにぎわいを促進する場として

位置づけをしています。 

それらのまつりやイベントは、市民や地元商店街が主役となって展開されるものであり

ますが、まつりやイベントを開催していないときでも、自然が感じられる癒し・憩いの場

として、市民に親しまれる場となることが期待されています。 

以上のことから、広場機能の検討においては、それらの主役となる市民及び地元商店街

による意見を踏まえて検討する必要があります。 
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なお、本事業の推進にあたっては、前頁による各課題の解決を図りながら、下図の手順によ

ることを予定しています。 

 

◆新図書館
基本計画(案）

◆新図書館
基本計画

◆中心市街地
拠点整備
基本計画（案）

◆工事着手

事業契約締結

◆民間事業者募集手続き

（設計）

◆広場機能の検討
　　（市民及び地元商店街の意見を踏まえて検討）

・ワークショップ実施

安
城
南
明
治
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
見
直
し
）

◆中心市街地
拠点整備
基本計画

◆事業スキームの見直し
 (区画整理事業の進捗状況と連携)

◆民間事業者ヒアリング

 

図 16 本事業の推進ステップ 
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≪資料編≫ 
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（１）「中心市街地拠点施設（更生病院跡地）を考える」フォーラムについて  
 

１）開催案内パンフレット 
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２）フォーラム会場でのアンケート結果 

①来場者数、配布数及び回収数 
● フォーラム 

開 催 日 時 ： 平成 21 年 6 月 25 日（木）19 時 00 分 ～ 21 時 00 分 

場   所 ： 安城市民会館 大会議室 

来 場 者 数 ：１９５名（パネリスト、事務局１４名含む） 

 

● アンケート 

配 布 数 ： １８１票 

回 収 数 ： １０９票 （回 収 率 ： ６０.２％） 

有効回答数 ： １０９票 （有効回答率 ： ６０.２％） 

 

②単純集計・結果 
問 あなたの性別をお答え下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

無回答 3
 ( 2.8% )

女性 21
( 19.3% )

男性 85
( 78.0 % )

n=109
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問 あなたの職業をお答え下さい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたのお住まいをお答え下さい。 

 
全体 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

専業主婦 4
( 3.7 % )パート・

アルバイト 3
( 2.8 % )

自営業 24
( 22.0 % )

学生 1
( 0.9 % )

無回答 6
( 5.5 % )

無職 15
( 13.8 % )

その他 16
( 14.7 % )

公務員 15
( 13.8 % )

会社員 25
( 22.9 % )

n=109

記載無 8 人 
記載有 8 人 
団 体 職 員 4 
市臨時職員 1 
自 由 業 1 
町内会役員 1 
年金生活者 1 

安城市内 84
 ( 77.1 % )

安城市外 14
  ( 12.8 % )

無回答 11
( 10.1 % )

n=109
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安城市内 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

安城市外 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市 4 (28.6%)

岡崎市 3 (21.4%)

尾張旭市 1 (7.1%)

鈴鹿市 1 (7.1%)

高浜市 1 (7.1%)

豊田市 1 (7.1%)

西尾市 1 (7.1%)

無回答 2 (14.3%)

高棚町 1 (1.2%)
住吉町 1 (1.2%)

城ヶ入町 1 (1.2%)

北山崎町 1 (1.2%)

和泉町 1 (1.2%)

上条町 1 (1.2%)

尾崎町 1 (1.2%)

宇頭茶屋町 1
(1.2%)

箕輪町 2 (2.4%)

安城町 1 (1.2%)

二本木町 1 (1.2%)
橋目町 1 (1.2%)

緑町 1 (1.2%)

法蓮町 2 (2.4%)

福釜町 2 (2.4%)

東町 2 (2.4%)

無回答 2 (2.4%)

里町 2 (2.4%)

篠目町 2 (2.4%)

今本町 2 (2.4%)

桜井町 3 (3.6%)

朝日町 3 (3.6%)

桜町 4 (4.8%)

末広町 3 (3.6%)

御幸本町 11
(13.1%)

相生町 2 (2.4%)

小堤町 4 (4.8%)

花ノ木町 6 (7.1%)

日の出町 2 (2.4%)

大東町 1 (1.2%)

百石町 1 (1.2%)

横山町 1 (1.2%)城南町 4 (4.8%)

東端町 4 (4.8%)

古井町 4 (4.8%)

小川町 3 (3.6%)

拠点周辺

地区 38
 (45.2%)

n=14

n=84
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③自由意見欄の内容 

［中心市街地拠点整備基本計画（素案）について］ 

アンケート提出者の約８割（フォーラム来場者の約５割）から幅広い意見が寄せられ、本

事業に対する市民の注目が高いことが伺えた。それらの意見はキーワード毎に、以下のよう

に整理することができる。 
【素 案 全 般】「まちのにぎわい・活性化」に繋がる安城らしく、後世に誇れる施設を希

望する意見が多く寄せられた。 
【まちづくり関連】周辺地域・商店街との回遊性・連携の確保により、面的な事業の推進を

求める意見が寄せられた。 
【図 書 館 関 連 】時代の変化に見合った機能を求める意見があった。図書館を移転・整備

することの理解促進の必要性についての意見もあった。 
【民間施設関連 】まちの活性化・集客力の視点から民間施設に対する期待が高いが、経済

状況の変化に影響されることを危惧する意見も寄せられた。 
【広 場 関 係】環境への配慮が求める意見が寄せられている。 

中心市街地拠点整備計画（素案）に対する意見・感想　［111件］

素案全般

46

まちづくり関連

13

図書館関連

14

民間施設関連

10

広場関連

6

駐車場･交通関連

15

その他

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%  
 

［公共施設として、図書館の他に望む施設について］ 

図書館の他に望む公共施設として、カルチャーセンター等の生涯学習機能をもった施設、

なかでもホール機能の導入を望む意見が多く寄せられた。他には、託児施設等の子育て支援

施設（子育て関連）、主に高齢者を対象とした医療・介護施設（健康・福祉関連）、カフェ（飲

食関連）の導入を望む意見が寄せられた。 
また、あんくるバスのハブ停車場・ターミナルとしての交通結節点の機能整備（駐車場・

交通関連）も寄せられた。 

公共施設として、図書館の他に望む施設　［98件］

子育て関連

7

健康・福祉関連
12

その他生涯学習関連
32

飲食関連

7

駐車場・交通関連
6

その他
34

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%   
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［図書館に望むサービスについて］ 

ゆったりとくつろげる空間や談話室等、滞在型の空間としての整備を望む意見（その他空

間設備関連）が多く寄せられた。 
また、インターネットやデータベース、視聴覚資料の利用環境や、レファレンス機能（利

用案内・相談関連）、サービス時間拡充（開館時間）など、図書資料の充実以外のサービス

を望む意見も幅広く寄せられた。 
なお、その他意見の中には、講座・講演の開催、小学生を対象とした読み聞かせ、高校生

を対象として勉学支援サービスを望む意見がみられた。 

図書館に望むサービス　［78件］

図書資料関連

16

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

関連 10

視聴覚資料関連

6

その他空間設備関連

17

利用案内･相談関連

8

開館時間関連

6

資料の貸出･

返却関連　2

その他

13

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%  
 

［民間施設として望む施設について］ 

最も多く寄せられた産直市場を含む物販、特にスーパーの導入を望む意見とともに、飲食

関連施設の導入を望む意見も多く寄せられた。それらについては、市内外からの集客を期待

する意見があるものの、多くは日常生活の利便性向上からの意見である。 
以下、フィットネス等のスポーツ施設、医療施設、温浴施設の順で導入を希望する意見が

寄せられた。 
なお、その他意見の中には、高齢者用を含む住宅や、書店、映画館、高齢者が気軽に立ち

寄れる施設を望む意見がみられた。 

民間施設として望む施設　［131件］

フィットネス

16

温浴施設 9

医療施設

13

飲食関連
18

スーパー

20

産直市場

7

その他 48

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%  
フィットネス 温浴施設 医療施設 飲食関連 スーパー 産直市場 その他 

・ﾌﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

・健康増進施

設 

(子供から高

齢者までを対

象) 

・ｽｰﾊﾟｰ銭湯 

・足湯 

・医療モール

・整体的なも

の 

・ｵｰﾌﾟﾝｶﾌｪ 

・レストラン

・スーパー ・産直市場 ・住宅 

・映画館 

・本屋 

・ＡＴＭ 

・専門学校 
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［広場に望む施設機能と利用方法について］ 

自然環境に配慮した公園的施設で、かつ、イベント開催が可能な施設を望む意見が寄せら

れた。イベントとしては七夕まつりをはじめとした市民自らが参加するお祭りや、産直市場

の開催を望む意見が多く、次いでコンサート等の開催を希望する意見（イベント開催(鑑賞

型)）が寄せられたのと同時に、自然環境に配慮された空間・広場であることを望む意見（癒

し・ゆとり空間）も寄せられた。 
なお、イベント開催が可能な施設としてはステージの設置を望む意見が多く、市民参加型

イベントの内容では七夕まつりをはじめとしたお祭りの開催、鑑賞型イベントの内容では野

外ライブを含むコンサートの開催を望む意見が見られた。また、癒し・ゆとり空間として樹

木・芝生・草花に囲まれた環境を望む意見が目立っている。 

広場に望む施設機能　［30件］

公園的施設

(主に自然型)　19

イベント施設 10

その他

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%  

広場に望む利用方法　［73件］

ｲﾍﾞﾝﾄ開催

(市民参加型) 28

ｲﾍﾞﾝﾄ開催(鑑賞型)

11

産直などの市場

17

癒し･ゆとり空間

11

その他

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%  
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［その他、自由意見・質問について］ 

公共施設として移転・整備する図書館に関して、市民の理解促進を図ることについて意見

（図書館関連）が寄せられた一方で、図書館以外の施設に関しては、市民が交流でき、周辺

地域との相乗効果が期待できる施設としての期待も寄せられていることから、全体としては、

本事業による公民複合施設に対して、高い関心があることが伺える意見が寄せられている。 
まちづくり関連では、本拠点施設の整備だけでなく、拠点施設を核として周辺地域全体を

面的に、かつ、継続的な整備を望む意見が寄せられた。 
駐車場・交通関連では、あんくるバスを活用した交通機能の充実化を望む意見がそれぞれ

寄せられた。 
また、その他意見のなかには、事業の実施にあたり、市民意見の反映や、更なる市民に対

する説明を望む意見、安城市のシンボルとなるような施設を求める反面、市の財政負担を心

配する意見も寄せられた。 

その他、自由意見・質問　［64件］

図書館関連

 9

図書館以外の

施設関連　13

駐車場･交通関連
5

まちづくり関連
7

フォーラム関連
6

その他

24

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%  
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（２）安城市新図書館基本計画概要  
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すべての市民の生涯学習における重要拠点としての機能の充実
本施設をすべての市民の生涯学習における重要な拠点として、資料や情報、学習の
場を提供する。また、資料や情報を提供するだけではなく、それらの利用を支援・促進
するサービスの提供を図る。

市民自身や地域の課題の発見・解決に資する場としての機能の充実
本施設の資料や情報を活用した学習を通じて、市民が自らの課題や地域の課題に気
づき、その解決に取り組むことのできるようなサービスの提供を図る。

市民の自主的な活動の支援及び活動基盤としての機能の充実
中心市街地に立地する公民複合施設という特徴を活かし、各種講座の充実や、自主
的なグループ活動を促進するようなサービスの提供を通じて、地域コミュニティや地域
文化の醸成に資する市民の交流の場や機会づくりを図る。

図書館サービスの中枢としての機能の充実
本市の図書館サービス網の中枢として、公民館図書室や学校図書館を支援するとと
もに、関連機関、市外図書館等と連携・協力・調整することでサービスの充実を図る。

貸出・返却サービス

● ＩＣタグや自動貸出機等の活用による迅速かつ効率的な貸出・返却処理
● 総合案内的役割のスタッフによる利用案内・利用登録
● 障害者や高齢者に対する宅配サービス
● 視聴覚資料・新聞・雑誌の充実及び複製絵画の提供
● 夜間・休日貸出ボックスの設置

資料・調べもの相談サービス
● 専門の資料・調べもの相談カウンターにおける相談受付
● 総合案内的スタッフの巡回によるアドバイス
● 資料・調べもの相談事例データベース及びテーマ別調べかたの提供
● 関係機関の紹介

予約・リクエストサービス
● 蔵書・貸出・予約状況をインターネット上で確認するサービスの充実
● 図書館ネットワークによる相互協力の活用

閲覧サービス
● 新聞・雑誌の充実
● 視聴覚資料の充実、試視聴が可能な機能の提供
● 個人やグループで学習できる機能の充実
● ＰＣのインターネット接続の充実
● 有料データベースの提供
● 利用者間のつながりや情報交換のしくみの提供

講座・集会・展示・実習サービス※
● 安城市にゆかりのある講座や展示の実施
● 市民活動団体やサークルの活動の場、活動のアピールの場の提供
● 各行政機関と連携した講座や講演会の開催

人口が同規模（15～20万人）の自治体の中で、貸出密度（市民1人当たりの年間貸出冊数）
が全国で第1位の自治体の蔵書冊数を本市の蔵書収容能力に設定することで、図書館サー
ビスのさらなる向上を目指す。

約1,000千冊貸出密度が第1位の自治体の蔵書冊数

公民館図書室9館及び現中央図書館の跡利用計画
における蔵書収容能力

新図書館の蔵書収容能力

３．新図書館の基本方針 ４．サービス計画　～新図書館において想定されるサービス例～

新図書館と公民館図書室との機能分担

新図書館
◇ 本市の新たな中央図書館として位置づける
◇ 図書館サービス網における中央館として、統括的な機能を持つ
◇ すべての市民を対象としたサービスを提供する
◇ 公民館図書室との連携や学校図書館への支援を行う

現中央図書館
◇ 昭林公民館図書室として位置づける（蔵書収容能力 約5万冊）
◇ 併せて新図書館と公民館図書室の資料保存機能を持たせる（蔵書収容能力 既存

閉架書庫15万冊、新設閉架書庫約15万冊）

公民館図書室
◇ 周辺住民に対して、地域に密着したサービスを提供する

蔵書収容能力の目標設定

約550千冊

乳幼児・児童利用支援サービス ※

● 絵本や児童書の充実
● 館内の講習会や講座の参加者に対する託児サービスの提供
● 読み聞かせ、ストーリーテリング、ブックトーク、ブックスタートの実施
● 読書案内、読書相談の実施
● 学級招待、学校訪問、図書クラブ活動指導等の実施

ヤングアダルト（中高生向け）利用支援サービス※
● 中高生向け資料の充実
● 進路、職業選択の参考となる資料・情報の充実
● テーマ別図書リスト作成、宿題や調べもの学習に対する相談受付
● 自習やグループ学習のための場の提供
● 利用者相互の交流を図るためのサービスの提供

シニア利用支援サービス※
● 大活字本、録音図書の提供
● 朗読サービス等による読書環境の整備
● 余暇活動に役立つ資料・情報の提供、講座・講演会の開催

障害者利用支援サービス※
● 録音図書、点字図書等の充実
● 対面朗読サービス、点訳サービス、宅配サービスの提供
● 障害者向けの利用案内等の提供

多文化・多言語利用支援サービス※
● 英語及びそれ以外の外国語の図書・新聞・雑誌の充実
● 日本文化や生活習慣を紹介する資料の充実
● 外国語及び日本語の習得に資する資料の充実

ビジネス利用支援サービス※

日常のビジネス活動や起業、創業等への支援を図る

● 税制や助成金、商店街の活性化事例等に関する資料・情報の提供
● ビジネス支援相談会や講座等の開催
● 就農支援サービス、行政支援サービスの提供
● 館外で行われるビジネスイベント等に対する資料提供
● 商用データベースの提供及び活用支援

環境学習支援サービス※

第7次安城市総合計画で目指している「環境首都安城」の実現に向け、市
民の環境学習の支援を図る

● 身近な分野から環境について考えるきっかけとなる資料・情報の提供
● 教育機関を対象としたエコ教育の講習会の実施
● スローライフに関する講座の開催

健康支援サービス※

中心市街地拠点施設のコンセプト「地域力を育む健康と学びの拠点」を踏
まえ、市民の健康増進や適切な医療選択の支援を図る

● 健診サービス等の情報提供、病気等の予防に関する資料提供
● 医療分野のデータベースの提供及び活用支援
● 医療分野のパスファインダー提供、医学専門図書館への紹介
● 闘病記の提供
● 健康支援講座の開催

まちの魅力発見支援サービス※

特色ある地域資料をデジタル化、保存、公開し、市民がまちを知る機会の
充実を図る

● 特別コレクションに関するデジタル情報の公開
● ポスター、リーフレット、雑誌記事、広告等の収集・提供
● 歴史・文化的資産に関するデジタルアーカイブの提供

ボランティア（サポーター）活動支援サービス※

市民との協働による図書館運営を目指し、ボランティア（サポーター）の養
成、コーディネートを行うほか、活動の場を提供することで、活動を通じた生
涯学習の支援を図る

● ボランティア（サポーター）活動に関する講座の開催
● シニアボランティア、中高生ボランティアの活動支援
● ボランティアコーディネーターの配置
● ボランティア同士のネットワークづくり

※のついているサービスの実施にあたっては、庁内の関連機関等との連携が必要

～ 基本コンセプトの意味 ～

ひ と ： 希望を持ち、互いに助け合い、仲良くふれ合う人々

ま ち ： 日々の生活を楽しみ、安心して行き交う、うるおいと活力に

満ちたまち

みどり ： 生き物を大切にし、豊かな自然を保ち、環境を大切にした市民活動

育 む ： 豊かな心や健やかな体の育成による人間力の醸成

学 び ： すべての市民における生涯学習の推進

情 報 ： 市内外に向けた情報発信、幅広い情報の交換

ひろば ： 「安城市民の良識・やさしさ」が集まり、交流し、助け合いながら

大きく発展する場
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目標設定数 ※（現行実績） 
機能 

収蔵冊数 単位 設定数 (収蔵冊数) （席数）

一般開架書架スペース 189 千冊 約 380 席 (109 千冊) (255 席)

児童開架書架スペース 81 千冊 

500 冊/席 

約 160 席 (49 千冊) (32 席)

準開架書架スペース 90 千冊 700 冊/席 約 130 席

合計 約 670 席 (287 席)

 

目標 

収蔵冊数 
機能 

収蔵 

冊数 
割合 機能 

収蔵 

冊数 
割合 機能 

収蔵 

冊数 
割合

一般開架書架スペース 189 千冊 0.7開架書架 

 

270 千冊 

 

0.6 

児童開架書架スペース 81 千冊 0.3

準開架書架スペース 90 千冊 0.5

常時開

架 

360 千冊 0.8450 千冊 

閉架書庫 180 千冊 0.4 

閉架書庫 90 千冊 0.5 常時閉

架 

90 千冊 0.2

 

資料種別 目標点数 （現行実績） 

図書（収容能力） 450,000 冊 350,000（冊）

購入新聞 40 ﾀｲﾄﾙ以上 18（ﾀｲﾄﾙ）

購入雑誌 500 ﾀｲﾄﾙ以上 202（ﾀｲﾄﾙ）

Ｃ Ｄ 10,000 点 4,400（点）

Ｄ Ｖ Ｄ 10,000 点 3,500（点）

複製絵画 300 点以上 0（点）

点字資料（社協と連携） 500 ﾀｲﾄﾙ以上 373（ﾀｲﾄﾙ）

録音図書（社協と連携） 1,000 点以上 556（点）

 

サービス機能（大項目） 機能（中項目） 諸室概要

資料・情報提供
貸出・返却、資料・調べもの相談、予
約・リクエスト、閲覧、講座・集会・展
示・実習

一般受付カウンター、資料・調べもの相談カ
ウンター、予約・リクエスト受付、一般開架・
準開架、閲覧スペース、ブラウジングコー
ナー、ＡＶコーナー、パソコンスペース、個人
利用ブース、グループ室、多目的スペース、
会議室、展示室、展示コーナー

資料・情報活用支援

乳幼児・児童利用支援、ヤングアダ
ルト（中高生向け）利用支援、シニア
利用支援、障害者利用支援、多分
化・多言語利用支援

児童受付・相談カウンター、児童開架、閲覧
スペース、おはなしコーナー、一時預かりス
ペース（託児スペース）、対面朗読室

自己啓発
ビジネス利用支援、環境学習支援、
健康支援、まちの魅力発見支援、ボ
ランティア（サポーター）活動支援

相談カウンター、地域資料スペース、ボラン
ティア室

事務関係 事務関係、収集・保存 事務室、閉架書庫、整理室

共用部分 交流スペース、共用スペース
交流スペース、ロビー、通路、廊下、階段、
便所、授乳室、エレベーター、エスカレー
ター、機械室など

概略施設規模（㎡）合計 8,100㎡
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 管理運営期間 管理運営期間 

  行 政（運営主体） 

 
  行 政（運営主体） 

  ボランティア（サポーター）【市民】 

現況 本計画

民間事業者 サービスの拡大部分 

連携

ボランティア(サポーター)【市民】 

補佐・補助 
連携

 【問い合わせ先】 
安城市教育委員会 生涯学習部 中央図書館 
〒446-0043 愛知県安城市城南町２丁目１０－３ 

電話：0566-76-6111  FAX：0566-77-6066  E ﾒｰﾙ：tosyo@city.anjo.aichi.jp 
                                                                                    平成 22年 3月作成
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（３）民間事業者ヒアリング（平成２０年度）の結果について  

 

■調査目的                                                                ■調査対象企業 

・ 「地域力を育む健康と学びの拠点」の形成に向けて、民間事業者の参加意欲や各種意見等を聴取

することを目的にヒアリング調査を実施した。 
・ 特に『健康』に関する用途について、民間事業者の意向把握を通じて、その導入可能性を探るこ

とを目的とした。 
・ また、『健康』に特化せず、本事業用地への進出可能な用途・規模について可能性を探った。 
・ その他、事業手法等について、意見の聞き取りを行った。 

■ 結果概要 

表１６ ヒアリング結果概要 

開発系企業回答 開発系以外の企業回答 
項目 

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社 Ｆ社 Ｇ社 Ｈ社 Ｉ社 

（１）参加意欲 

魅力を感じる 

新中央図書館を核と

する大きな吸引力が

あり、公益サービスの

充実を中心に民間サ

ービス施設を誘致す

ることが期待できる。 

魅力を感じる 

 

 

魅力を感じる 

魅力は感じるが、今

後しっかりとした検討

が必要。 

 

魅力を感じる 

 

 

魅力を感じる 

 

 

魅力を感じる 

 

 

魅力を感じない 

 

 

条件によっては入居したい

利用可能なスペース等

の条件によっては検討

したい。 

 

入居したい 

 

（２）民間施設 

用途・規模 

 

○可能性がある 

●可能性が低い 

○ 医療・福祉系 

（クリニックモール等） 

○ 学校法人 

● 大規模商業施設 

 

－ ○ 住居 

○ 福祉施設 

○ 医療 

○ 飲食 

○ 日用品物販 

○ スーパー 

○ ドラッグストア 

○ コンビニエンスス

トア 

● 家電量販店 

● スポーツクラブ単独 

○ スポーツクラブ 

○ 温浴施設 

○ 高齢者マンション

 住宅+スポーツクラ

ブ+物販： 

 10,000～20,000 ㎡ 

 住宅単独：5,000 ㎡ 

●温浴施設単独 

● 商業施設 

● オフィス 

● ホテル 

● 住居 

－ ○ 検診（メタボリッ

ク シ ン ド ロ ー

ム）に関するテ

ナント 

（３）事業手法 

定期借地権方式 

容積率を最大に消化

することを目指す場

合、民間床シェアが

大きく『PFI 方式』はな

じまない。『定期借地

権方式』が一般的で

取り組みやすい。 

ＰＦＩ方式 定期借地権方式 

定期借地権方式のみ

が対応可能。 

定期借地権方式 － 定期借地権方式 

事業スケジュール（ス

ピード）を考慮すると、

定期借地権方式が良

い。 

定期借地権方式 

土地売却方式 

行政にテナントとして

入居いただくのが適

当だろう。ＰＦＩ方式は

難しいだろう。 

－ 定期借地権方式 

（４）その他 

中心市街地の起爆剤

として「新中央図書

館」を軸にした考え方

は期待できる。その場

合、運営業務は別途

で募集することが望ま

しい。 

－ 計画実行時期を考慮

した事業スケジュール

（短期間での実行）が

望ましい。現在の想

定スケジュールがベ

スト。 

事業性があるかどうか

（投資回収できるテナ

ント賃料）が重要であ

る。 

－ まちの声（市民、商工

会議所）などが重要

である。 

－ － － 

■結果総評 
 
 

開発系企業：7 社（下表 Ａ社～Ｇ社）、開発系以外の企業：２社（下表 Ｈ社、Ｉ社） 
※ 上記以外の開発系企業（3 社）において、ヒアリング依頼時に「遠慮したい」という企業があった。理由

として「現在の社会経済情勢が大変厳しい」「当該地での取組みは非常に厳しい」との理由であった。 

【参 加 意 欲】 ヒアリング回答があった開発系企業は総じて本事業に魅力を感じている。しかし、ヒアリング依頼の電話時に、断りがあった企業も存在していることから、平成 21 年度の調査において、詳細な確認が必要。 

【民間施設（用途・規模）】 「健康」に関する用途だけではなく、その他の民間施設についても誘導可能性があるという回答有り。 

【事 業 手 法】 民間施設を誘導する場合には事業手法として「定期借地権方式」が適していることや、PFI 方式の事務手続きが煩雑であること等を理由に、「定期借地権方式」が良いとの回答が多い。 

■調査実施時期 

平成 20 年 12 月～平成 21年 1 月 
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（４）民間事業者ヒアリング（平成２１年度）の結果について  
（１）ヒアリングの目的 

本事業への民間活力導入について、民間事業者の参加意欲や事業条件に関わる意見を聴取するこ

とを目的としてヒアリングを実施した。  
 

（２）実施方法 

１）調査対象企業 

過年度ヒアリング企業（開発事業者及び総合建設企業）及び平成 21 年度内に安城市・南明治

整備課に訪問した企業で、ＰＦＩ等の民活経験企業  
１２社  

２）調査方法 

事前資料送付後、直接面談  
 

（３）ヒアリング結果 

１）結果概要 

実施時期 平成 21 年 10 月下旬～11 月下旬 

実施対象会社 
・総合建設会社：8 社（全て PFI 事業経験企業） 

・開発事業者（デベロッパー）：４社  計１２社 

提示資料内容 

・事業場所 

・事業計画概要（中心市街地拠点整備基本計画(案)より）

・事業スキーム 

・事業実施上の課題 

ヒヤリング内容 

◇本事業への参加意欲 

◇事業スキームについて 

◇事業期間について 

◇民間施設複合化について 

◇参考見積等について 

◇その他、自由意見 

 
２）回答概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）各社の回答結果 

⇒ 63 ページ参照 

 

（４）結果総括 

ヒアリング結果の総括を以下に示す。  
事業スキームについて 

 ⇒ｐ３「２．事業スキーム(案)について」参照 

定 期 借 地

権方式 

○民間施設の割合が大きく誘導できること、公共施設との相乗効果が発揮されや

すいこと、など不動産投資事業として適切な手法。 

●合築の場合、事業終了時の建物（民間施設）の取扱が課題。 

ＰＦＩ 

方式 

○公共施設主導型とすれば、適切な手法。 

（●民間施設を付帯事業レベル（喫茶、コンビニ等）として欲しい。） 

●図書館運営が対象になるかどうかが課題。（競争性の確保。） 

民間施設複合化（誘致）について 

・駅周辺立地等を勘案すれば、様々な用途の民間施設誘導の可能性はある。 

・特に、拠点計画で示している「健康増進・医療サービス」等の誘導可能性があると回答し

た企業は多い。但し、公募時期における社会経済情勢を踏まえ精査する必要はある。 

・定期借地権方式であれば、3,000 ㎡～5,000 ㎡規模の民間施設規模の誘導の可能性はある。

・ＰＦＩ方式であれば、1,000 ㎡以下の民間施設規模（喫茶、コンビニ等）と想定される。

※容積率有効活用及び事業採算性の視点で、住宅機能となる「高齢者向け施設（高専賃・高

優賃※１・有料老人ホームなど）」の誘導許可を求める意見がある。 

 →特定施設※2 の動向について 

事業期間について 

・定期借地権方式（建物譲渡特約）…30 年 

・定期借地権方式（事業用）   …10～20 年 

・ＰＦＩ方式          …10～20 年 

その他 

・中心市街地活性化計画見直し内容、敷地形状の方向性、駐車場規模（公共側規模）、広場

の使い方など、募集条件として、民間ノウハウが最大限発揮できる枠組みを検討すること

が必要。 

・事業採算性を考慮した場合、地代負担軽減措置の検討も必要。 

※１ 高専賃（高齢者専用賃貸住宅）：高齢者円滑入居賃貸住宅のうち、高齢者単身・夫婦世帯など専ら高齢

者世帯に賃貸する住宅として各都道府県に「高齢者専用賃貸住宅」として登録されたもの。 

高優賃（高齢者向け優良賃貸住宅）：高齢者が安全に安心して居住できるように、「バリアフリー化」され、

「緊急時対応サービス」の利用が可能な賃貸住宅。各都道府県で認定され、建設費の助成や家賃の補助

を行っている。 

※２ 特定施設：①有料老人ホーム、②養護老人ホーム、③ケアハウス、④適合高齢者専用賃貸住宅 

 

参加意欲（N：10）

わからな

い, 1社

魅力を感
じる, 9社

回答社数（N:12）

回答無し,

2社

不動産
会社, 2

社 総合建
設会社,

8社

参加スキーム（N:９）

ＰＦＩ, 4社
定借, 5

社
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■各社の回答概要 

 ａ 社 ｂ 社 ｃ 社 ｄ 社 ｅ 社 ｆ 社 ｇ 社 ｈ 社 ｉ 社 ｊ 社 

1.参加意欲 魅力を感じる 魅力を感じる 魅力を感じる 魅力を感じる 魅力を感じる 魅力を感じる 魅力を感じる 魅力を感じる 魅力を感じる わからない 

定借 

・不動産投資事業と

して明確で適切 

・事業終了時の建物

（残存簿価）の取扱

が課題 

・公共施設利用者と

の相乗効果、立地

条件を考慮した場

合、適切 

・民間施設の収益を

十分検討する必要

がある 

・事業終了時の建物

撤去条件が課題 

・事業終了時に民間

施設を市が買取る

スキームが良い 

・できれば、分棟の

方が望ましい 

・有力なデベの有無

に成否が左右 

・事業終了時の建物

の取扱が課題 

・組立がしやすい 

・公共が床の半分占

めれば、テナントリ

スクが薄まる 

・民間施設の割合が

大きいため,事業の

仕組みがｼﾝﾌﾟﾙ 

・事業終了時の建物

の取扱が課題 

・できれば、分棟の

方が望ましい 

・景気の影響が大 

 

・地代・賃料設定が

課題でできるだけ

軽減して欲しい 

・ 民 間 施 設 が 主 体

で、一テナントとし

て図書館が入居す

ることであれば適切

・事業終了時の建物

の有償譲渡 

・事業終了時の建物

の取扱が課題 

・民間事業者の与信

が事業に影響する 

2.1
事
業
ス
キ
ー
ム 

ＰＦＩ 

・手続き煩雑 

・公共施設の運営が

課題 

・手続き煩雑 

・民間施設スペース

との割合を考慮す

ると最適とはいえな

い 

・BTO 方式であれば

資金調達が容易 

・BOT 方式は定借と

同じ 

・資金調達の工夫が

必要 

・公共・民間施設のリ

スクを明確に分離

する必要あり 

・民間施設部分は市

が直接マスターリ

ース会社と契約し

て欲しい 

・独立採算事業（民

間施設の事業）の

ウ エ イ ト が 高 い 場

合、ＳＰＣを複数設

立することも考えら

れる 

・民間施設の規模に

よるがリスク分担を

適切に 

・図書館運営会社が

限られ、競争原理

に疑問がでてくる 

・公共施設主導型で

民側のリスクを限定

できれば良い 

・契約手続きが煩雑

になる可能性が大

きい 

・運営責任の範囲が

課題 

 

・手続きが煩雑 

・民間側のリスク軽減

（大規模修繕リスク

や民間施設事業な

ど）を求める 

・民間施設は付帯事

業レベル 

・図書館のみを整備

するのであれば、

適切 

・大きな民間施設と

併せると、金融機

関の難色が想定さ

れ民間施設とのリス

ク分離が必要 

 

・民間施設の需要リ

スク等、ＳＰＣへの

負担が大きい 

 

2.2 参加する場

合の事業ｽｷｰﾑ 
・定期借地権方式 ・定期借地権方式 ・PFI 方式 ・PFI 方式 ・定期借地権方式 ・定期借地権方式 ・定期借地権方式 ・PFI 方式 ・PFI 方式 ― 

定借 
・30～35 年 

 

・20 年 

 事業用 

・50 年 

 建物譲渡特約 

・15～20 年 

 事業用 

・30 年 

 建物譲渡特約 

・30 年 

 建物譲渡特約 

・30 年（合築の場合）

 建物譲渡特約 

・20～30 年 

 事業用 

・10～15 年 

 事業用 

・10 年 

 事業用 
3
期
間 

ＰＦＩ ― ― ・20～30 年 ・15 年 ・15 年 ・15～20 年 ― ・10～15 年 ・15～20 年 ・10 年 

4.1 民間施設に

ついて 

・介護付有料老人ホ

ームなどの特定施

設の整備枠の創出

が必要。 

・高専賃住宅の誘導

の許可を願う。 

・近隣商業との調和,

図書館との併設,市

の中心地,駅の徒

歩圏内を考慮 

・ 飲 食 , 雑 貨 ， 映 画

館,ｶﾙﾁｬｰ・書店,ﾄﾞ

ﾗｯｸﾞ・ｸﾘﾆｯｸ,ﾌｨｯﾄ

ﾈｽ,金融機関、等

による市民が集ま

る集いの場の創出 

・健康増進,福祉,保

育・子育て,関連す

る温浴,フィットネス

の誘致の検討は可

能 

・エンドテナントの信

用力が高く長期の

賃貸借契約が不可

欠 

・生活利便性（食品

スーパー等）のニ

ーズが見込まれる 

・フィットネス,クリニッ

ク,介護福祉,飲食,

物販は可能 

・医療系,物販・飲食,

教育・学習系,サー

ビス等については

可能性を感じる 

・健康増進は複合施

設を考えるとリスク

を感じる 

・図書館との連携,日

常利便性,健康増

進などのコンセプト

用途 

・都市型食品,ドラッ

グ,フィットネス,クリ

ニックモール,託児

所,カルチャー,美

容・リラクゼーショ

ン,カフェレストラン,

高専賃住宅 

・現段階では未定 

・蓄積したノウハウ・

経験を活かし、テ

ナント誘致・保証を

含めた提案は可能

・食品,コンビニ,書

籍,フィットネス、カ

ルチャー,理・美容

院,クリニック,等の

誘致は考えられる 

― 

定借 5,000 ㎡程度 8,000 ㎡程度 ― ― 
3,000～5,000 ㎡ 

程度 
5,000 ㎡程度 ― 

3,000～5,000 ㎡ 

程度 
― 4.2 民間

施 設 の

規模 ＰＦＩ ― ― 

3,000～4,000 ㎡ 

程度 
900 ㎡程度 ― ― ― 

500 ㎡程度 

(付帯事業レベル) 

0 ㎡ 

(図書館のみ整備) 
― 
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